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郷土の植物 （330）

第139回
阿孫  久見

トモエソウ（オトギリソウ科）

　
丘
陵
地
や
低
山
地
の
草
地
に

生
育
す
る
高
さ
が
１
㍍
以
上
に

も
な
る
多
年
草
で
す
。
茎
は
四

角
形
で
上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま

す
。

　
対
生
で
ふ
ち
に
鋸
歯
の
な
い

葉
は
基
部
が
少
し
広
く
な
っ
た

披
針
形
で
先
が
と
が
り
、
葉
の

付
け
根
は
茎
を
抱
き
ま
す
。
大

き
さ
は
長
さ
10
㌢
、
幅
が
２
㌢

ほ
ど
で
す
。
葉
に
は
点
々
と
白

い
明
点
（
透
明
で
色
素
を
も
た

な
い
腺
体
の
こ
と
）
が
あ
り
ま

す
。
腺
体
と
は
葉
や
茎
の
表
面

に
見
ら
れ
る
粒
状
の
粘
液
な
ど

を
分
泌
す
る
も
の
で
す
。

　
夏
の
頃
、
茎
の
先
端
部
に
黄

色
い
径
６
㌢
ほ
ど
の
５
弁
花
を

数
個
咲
か
せ
ま
す
。
ハ
ケ
状
に

見
え
る
多
数
の
雄
し
べ
が
と
て

も
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
花
の
形

が
ユ
ニ
ー
ク
で
渦
巻
き
状
に

な
っ
た
巴
形
で
す
。
花
は
一
日

花
で
し
ぼ
み
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
花
弁
が
よ
じ

れ
て
巴
状
に
な
る
の
で
巴
草
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
坊
ガ
ツ
ル
湿
原
で
稀
に
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
個
体
は
少

な
い
で
す
。
花
期
は
７
月
か
ら

８
月
で
す
。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

第23回全国山城サミットin竹田

日時　10月23日（日） 13:00 開会
　　　（11:30から入場できます）
会場　竹田高等学校体育館

市民（ご家族）入場券

国指定史跡　岡城跡

有効期間　平成28年10月22日（土）から
　　　　　11月末日まで

家族無料観覧券

キリトリセン

キリトリセン

キリトリセン

き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

せ
ん
た
ん  

ぶべ
ん  

か

お
う
ず  

ま

と
も
え
が
た

ト
モ
エ
ソ
ウ

と
も
え
じ
ょ
う

し
つ
げ
ん

ま
れ

く
き

し

か
く
け
い

き
ょ  

し

き
　
ぶ

ひ  

し
ん
け
い

だ

め
い
て
ん

と
う
め
い

し
き  

そ

せ
ん
た
い

ね
ん
え
き

つ
ぶ
じ
ょ
う

ぶ
ん
ぴ
つ

そ
び



10広報

月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,950　人（－54人 ）
男　性　10,704　人（－14人 ）
女　性　12,246　人（－40人 ）
世帯数　10,482世帯（－19世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成28年９月１日現在）

  2   第23回全国山城サミットin竹田

  4   竹田市人事行政の運営等の状況  ほか

  7   監査公表  ほか

  8   まちの出来事

10   10月は「みんなで延ばそう健康寿命」
推進月間です／ご長寿おめでとうご
ざいます  ほか

11   ぬくもり／地域おこし協力隊通信⑬ 
ほか

12   たけたん情報 竹田のこよみ／休日当
番医情報／えがおの子育て小児科／
ぼくのひめぱん  ほか

20   学び舎（直入幼稚園）／まるごと博物
館／図書館に行こう

22   市長コラム「有由有縁」

23    【農業】久住校 「オーガニックファー
ミングプロジェクト」始動  ほか

24   郷土の植物／すくすく１歳／誕生お
めでとう

■今月の表紙

天高く聳える山城
断崖絶壁の丘陵に聳える「岡城
跡」。訪れる人々に難攻不落の
堅城、荒城の月のイメージを与
えている。城跡は、まちのシンボ
ルとして、これからも愛され続け
るだろう。

全国山城サミット in 竹田
日本遺産登録を目指して

　
竹
田
が
世
界
に
誇
る
岡
城
跡
に

つ
い
て
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
で
真
田
丸
の
復
元
考
証

に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
奈
良
大
学

の
千
田
嘉
博
教
授
、
北
九
州
市
立
自

然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
中

西
義
昌
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
山
徳
明
教

授
や
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学

研
究
院
の
藤
原
惠
洋
教
授
に
地
域

資
源
と
し
て
の
岡
城
跡
を
ど
の
よ

う
に
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
付
け
て

行
く
か
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
は
、
市
報
今
月
号
の

裏
表
紙
に
あ
る
入
場
券
に
て
、
無
料

で
入
場
で
き
ま
す
の
で
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
同
時
関
連
行
事

①
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
「
豊

後
岡
藩
と
刀
剣
」
10
／
21
㈮
　

午
後
２
時
〜
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※

入
場
無
料

・「
豊
後
刀
の
歴
史
か
ら
見
る
豊
後

国
の
変
遷
〜
中
世
か
ら
中
川
公

に
至
る
ま
で
の
要
衝
地
『
岡
城
』

〜
」
講
師
　
中
原
信
夫
先
生
（
刀

剣
研
究
家
）※

講
演
会
場
で
、
豊

後
刀
特
別
展
示

・「
蘇
る
名
刀
『
蛍
丸
』　
蛍
丸
伝
説

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
講
師
　
興
梠
房

興
氏
（
刀
匠
）

②
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
展
・
イ
コ
ン
画

展
　
10
／
22
㈯
・
23
㈰
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
竹
田
創
生

館
）※

入
場
無
料

　
そ
の
他
、
歴
史
資
料
館
で
秋
季

特
別
展
開
催
中
で
す
。

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

　プ
レ
記
念
講
演
会

朝
来
市
竹
田
城
課
長
が
講
演

　
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

と
岡
城
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
会
は
、

「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
in 

竹
田
」

の
開
催
を
前
に
し
た
９
月
18
日
、
雲

海
に
浮
か
ぶ
天
空
の
城
で
全
国
的
に

有
名
な
「
国
指
定
史
跡
　
竹
田
城

跡
」
の
あ
る
兵
庫
県
朝
来
市
か
ら
、

小
谷
則
彰
氏
（
朝
来
市
産
業
振
興

部
竹
田
城
跡
・
観
光
交
流
担
当
部
長

兼
竹
田
城
課
長
）
を
招
き
、
プ
レ
全

国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
と
朝
来
市
は
、
平
成
24

年
に
「
歴
史
文
化
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
言
」、
平
成
25
年
に
「
大

規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

結
び
、
市
民
交
流
団
も
朝

来
市
を
訪
問
す
る
等
、
こ

れ
ま
で
交
流
を
深
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
小
谷
氏
は
「
全
国
山
城

サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
　
竹
田
城
跡
と

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
竹
田

城
跡
の
歴
史
や
「
観
光
の
町
」
へ
の

変
遷
等
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
。
特
に
、
昨
年
は
竹
田
城

跡
が
初
め
て
約
３
か
月
間
の
閉
山

期
間
を
設
け
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
地
域
住

民
や
関
係
団
体
、
学
識
経
験
者
等
を

一
堂
に
集
め
た
「
天
空
の
城
の
あ
る

ま
ち
　
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
設
立
。

今
後
の
「
冬
期
利
用
に
つ
い
て
」
の

方
向
性
等
を
検
討
し
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
最
重
要
課
題
は
、
人
口
政
策
。

人
が
い
な
け
れ
ば
歴
史
も
作
れ
な

い
。
財
産
、
文
化
も
受
け
継
げ
な
い

の
で
す
」

　
そ
の
朝
来
市
で
は
現
在
、
竹
田
城

課
と
小
学
校
が
連
携
し
、
地
域
に
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
学

習
と
し
て
「
小
学
生
が
作
る
小
学
生

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
小
谷
氏
は
「
縁
を
感
じ
る
竹
田

市
と
今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
記
念
講
演
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

●全国山城サミット関連ツアーに参加しませんか
これらは「九州ふっこう割」扱いとなります。詳細はホー
ムページ（http://www.shuntabi.com/）をご確認ください。
○特別公開をめぐりながら知る！竹田城下町キリシタン
散策10/22㈯・23㈰

○大分駅発着！バスツアーでめぐる　竹田城下町の特別
公開と千田先生のお城講演会　10/23㈰

○「武将風ガイドと行く　日本一高い場所に眠る岡藩御
廟所詣で」　10/16㈰・30㈰、11/６㈰・12㈯

○瀧廉太郎が歩いた道をたどる錦秋の山城ウォーク　
10/29㈯、11/5㈯・13㈰・27㈰

大会スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　全国山城サミット竹田大会実行委員会
【第１日】　10月22日㈯
13:30 ・国指定史跡岡城跡現地見学会受付（国指定史跡岡城跡　駐車場集合）
14:00～16:00 ・現地見学会（参加費は、登城料金を含み 1,000円）
19:00 ・情報交換会（全国協議会加盟市町村）
※10月22日は、DRUM TAO岡城ライブ開催により、岡城跡の登城受付を午後４時までとします。
　あらかじめご了承ください。

【第２日】　10月23日㈰　大分県立竹田高等学校
10:00 ・全国山城サミット連絡協議会総会
11:30 ・第23回全国山城サミットin竹田　　入場料（資料代 2,000円）
 　※竹田市民は、市民入場券（今月号裏表紙）をご持参により、入場できます。（資料は別途販売）
12:40 ・オープニング・アトラクション（阿鹿野獅子）
13:00 ・開会セレモニー　　主催者あいさつ、祝辞ほか
13:20 ・岡城の魅力「岡城再発見～豊後南郡衆の山城から中川氏の居城へ～」
 　解説・中西義昌氏（北九州市立自然史・歴史博物館　学芸員）
13:50 ・記念講演「山城から岡藩の歴史を読み取る～岡城石垣の魅力～」
 　講師・千田嘉博氏（奈良大学教授、城郭考古学者）
14:35 ・岡城・山城にかける市民の思い　市民発表企画①（都野中学校　山野城）
 　　　　　　　　　　　　　　　  市民発表企画②（竹田中学校　騎群城）
15:05 ・基調講演「竹田における地域固有の空間資源を活かした創造まちづくり」
 　講師・藤原惠洋氏（九州大学大学院芸術工学研究院教授・
 　　　　文化庁文化審議会世界文化遺産特別委員会委員）
15:50 ・岡城・山城にかける市民の思い
 　市民発表企画③（岡城武者揃え）
16:05 ・基調講演「山城と地域の歴史を活かした文化遺産マネ
 　ジメント～遺産創造と観光創造～」
 　講師・西山徳明氏（北海道大学観光学高等研究センター　セ
 　　　　　ンター長・国際広報メディア・観光学院　観光創造専
 　　　　　攻教授）
16:45 ・サミット宣言
16:50 ・次期開催地決定報告
16:55 　閉会

全国山城サミット連絡協議会による大会が、いよいよ22日㈯・23日㈰
の２日間、竹田市で開催されます。ぜひ皆様とともに、「国指定史跡 
岡城跡」の魅力を全国に向けて発信しましょう！

 

お
こ
と
わ
り
　
市
報
９
月
号
で
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
の

岡
城
ラ
イ
ブ
開
催
決
定
の
詳
細
を
「
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
参
加
募
集
の

締
め
切
り
日
が
運
営
上
、
９
月
30
日
と
な
っ
て
し
ま

い
、
市
報
で
情
報
を
お
待
ち
の
市
民
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
大
会
の
成
功
に
向
け
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　  （
竹
田
市
企
画
情
報
課
）

中西義昌氏

↑岡城跡と市内７か所の山城から「歓迎」ののろしが上がっ
た！市民が団結した「竹田山城のろしプロジェクト」は
大成功！（９. 22 ／岡城西の丸跡にて）

千田嘉博氏　撮影：畠中和久

藤原惠洋氏西山徳明氏

竹
田
市
と
の
交
流
を
重
視

↑「竹田城跡が人気ス
ポットになったの
は、先祖が代々城跡
を守り、今に至って
いるからです」と話
す小谷氏

（今月号の市報裏表紙に
　ついています）

　 竹田市民の皆様は
「無料入場券」をご活用
ください!

第23回全国山城サミットin竹田〔ホームページ〕https://www.city.taketa.oita.jp/okajou/ysummit/
〔フェイスブック〕https://www.facebook.com/yamashirosummit/　☆最新情報、更新中です！

第23回

そび
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るだろう。

全国山城サミット in 竹田
日本遺産登録を目指して

　
竹
田
が
世
界
に
誇
る
岡
城
跡
に

つ
い
て
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
で
真
田
丸
の
復
元
考
証

に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
奈
良
大
学

の
千
田
嘉
博
教
授
、
北
九
州
市
立
自

然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
中

西
義
昌
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高

等
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
山
徳
明
教

授
や
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学

研
究
院
の
藤
原
惠
洋
教
授
に
地
域

資
源
と
し
て
の
岡
城
跡
を
ど
の
よ

う
に
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
付
け
て

行
く
か
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
は
、
市
報
今
月
号
の

裏
表
紙
に
あ
る
入
場
券
に
て
、
無
料

で
入
場
で
き
ま
す
の
で
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
同
時
関
連
行
事

①
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
「
豊

後
岡
藩
と
刀
剣
」
10
／
21
㈮
　

午
後
２
時
〜
（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※

入
場
無
料

・「
豊
後
刀
の
歴
史
か
ら
見
る
豊
後

国
の
変
遷
〜
中
世
か
ら
中
川
公

に
至
る
ま
で
の
要
衝
地
『
岡
城
』

〜
」
講
師
　
中
原
信
夫
先
生
（
刀

剣
研
究
家
）※

講
演
会
場
で
、
豊

後
刀
特
別
展
示

・「
蘇
る
名
刀
『
蛍
丸
』　
蛍
丸
伝
説

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
講
師
　
興
梠
房

興
氏
（
刀
匠
）

②
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
展
・
イ
コ
ン
画

展
　
10
／
22
㈯
・
23
㈰
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
竹
田
創
生

館
）※

入
場
無
料

　
そ
の
他
、
歴
史
資
料
館
で
秋
季

特
別
展
開
催
中
で
す
。

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

　プ
レ
記
念
講
演
会

朝
来
市
竹
田
城
課
長
が
講
演

　
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

と
岡
城
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
会
は
、

「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
in 

竹
田
」

の
開
催
を
前
に
し
た
９
月
18
日
、
雲

海
に
浮
か
ぶ
天
空
の
城
で
全
国
的
に

有
名
な
「
国
指
定
史
跡
　
竹
田
城

跡
」
の
あ
る
兵
庫
県
朝
来
市
か
ら
、

小
谷
則
彰
氏
（
朝
来
市
産
業
振
興

部
竹
田
城
跡
・
観
光
交
流
担
当
部
長

兼
竹
田
城
課
長
）
を
招
き
、
プ
レ
全

国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
竹
田
市
と
朝
来
市
は
、
平
成
24

年
に
「
歴
史
文
化
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
言
」、
平
成
25
年
に
「
大

規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

結
び
、
市
民
交
流
団
も
朝

来
市
を
訪
問
す
る
等
、
こ

れ
ま
で
交
流
を
深
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
小
谷
氏
は
「
全
国
山
城

サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
　
竹
田
城
跡
と

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
竹
田

城
跡
の
歴
史
や
「
観
光
の
町
」
へ
の

変
遷
等
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
。
特
に
、
昨
年
は
竹
田
城

跡
が
初
め
て
約
３
か
月
間
の
閉
山

期
間
を
設
け
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
地
域
住

民
や
関
係
団
体
、
学
識
経
験
者
等
を

一
堂
に
集
め
た
「
天
空
の
城
の
あ
る

ま
ち
　
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
設
立
。

今
後
の
「
冬
期
利
用
に
つ
い
て
」
の

方
向
性
等
を
検
討
し
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
最
重
要
課
題
は
、
人
口
政
策
。

人
が
い
な
け
れ
ば
歴
史
も
作
れ
な

い
。
財
産
、
文
化
も
受
け
継
げ
な
い

の
で
す
」

　
そ
の
朝
来
市
で
は
現
在
、
竹
田
城

課
と
小
学
校
が
連
携
し
、
地
域
に
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
域
学

習
と
し
て
「
小
学
生
が
作
る
小
学
生

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
小
谷
氏
は
「
縁
を
感
じ
る
竹
田

市
と
今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
記
念
講
演
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

●全国山城サミット関連ツアーに参加しませんか
これらは「九州ふっこう割」扱いとなります。詳細はホー
ムページ（http://www.shuntabi.com/）をご確認ください。
○特別公開をめぐりながら知る！竹田城下町キリシタン
散策10/22㈯・23㈰

○大分駅発着！バスツアーでめぐる　竹田城下町の特別
公開と千田先生のお城講演会　10/23㈰

○「武将風ガイドと行く　日本一高い場所に眠る岡藩御
廟所詣で」　10/16㈰・30㈰、11/６㈰・12㈯

○瀧廉太郎が歩いた道をたどる錦秋の山城ウォーク　
10/29㈯、11/5㈯・13㈰・27㈰

大会スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　全国山城サミット竹田大会実行委員会
【第１日】　10月22日㈯
13:30 ・国指定史跡岡城跡現地見学会受付（国指定史跡岡城跡　駐車場集合）
14:00～16:00 ・現地見学会（参加費は、登城料金を含み 1,000円）
19:00 ・情報交換会（全国協議会加盟市町村）
※10月22日は、DRUM TAO岡城ライブ開催により、岡城跡の登城受付を午後４時までとします。
　あらかじめご了承ください。

【第２日】　10月23日㈰　大分県立竹田高等学校
10:00 ・全国山城サミット連絡協議会総会
11:30 ・第23回全国山城サミットin竹田　　入場料（資料代 2,000円）
 　※竹田市民は、市民入場券（今月号裏表紙）をご持参により、入場できます。（資料は別途販売）
12:40 ・オープニング・アトラクション（阿鹿野獅子）
13:00 ・開会セレモニー　　主催者あいさつ、祝辞ほか
13:20 ・岡城の魅力「岡城再発見～豊後南郡衆の山城から中川氏の居城へ～」
 　解説・中西義昌氏（北九州市立自然史・歴史博物館　学芸員）
13:50 ・記念講演「山城から岡藩の歴史を読み取る～岡城石垣の魅力～」
 　講師・千田嘉博氏（奈良大学教授、城郭考古学者）
14:35 ・岡城・山城にかける市民の思い　市民発表企画①（都野中学校　山野城）
 　　　　　　　　　　　　　　　  市民発表企画②（竹田中学校　騎群城）
15:05 ・基調講演「竹田における地域固有の空間資源を活かした創造まちづくり」
 　講師・藤原惠洋氏（九州大学大学院芸術工学研究院教授・
 　　　　文化庁文化審議会世界文化遺産特別委員会委員）
15:50 ・岡城・山城にかける市民の思い
 　市民発表企画③（岡城武者揃え）
16:05 ・基調講演「山城と地域の歴史を活かした文化遺産マネ
 　ジメント～遺産創造と観光創造～」
 　講師・西山徳明氏（北海道大学観光学高等研究センター　セ
 　　　　　ンター長・国際広報メディア・観光学院　観光創造専
 　　　　　攻教授）
16:45 ・サミット宣言
16:50 ・次期開催地決定報告
16:55 　閉会

全国山城サミット連絡協議会による大会が、いよいよ22日㈯・23日㈰
の２日間、竹田市で開催されます。ぜひ皆様とともに、「国指定史跡 
岡城跡」の魅力を全国に向けて発信しましょう！

 

お
こ
と
わ
り
　
市
報
９
月
号
で
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
の

岡
城
ラ
イ
ブ
開
催
決
定
の
詳
細
を
「
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
参
加
募
集
の

締
め
切
り
日
が
運
営
上
、
９
月
30
日
と
な
っ
て
し
ま

い
、
市
報
で
情
報
を
お
待
ち
の
市
民
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
大
会
の
成
功
に
向
け
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　  （
竹
田
市
企
画
情
報
課
）

中西義昌氏

↑岡城跡と市内７か所の山城から「歓迎」ののろしが上がっ
た！市民が団結した「竹田山城のろしプロジェクト」は
大成功！（９. 22 ／岡城西の丸跡にて）

千田嘉博氏　撮影：畠中和久

藤原惠洋氏西山徳明氏

竹
田
市
と
の
交
流
を
重
視

↑「竹田城跡が人気ス
ポットになったの
は、先祖が代々城跡
を守り、今に至って
いるからです」と話
す小谷氏

（今月号の市報裏表紙に
　ついています）

　 竹田市民の皆様は
「無料入場券」をご活用
ください!

第23回全国山城サミットin竹田〔ホームページ〕https://www.city.taketa.oita.jp/okajou/ysummit/
〔フェイスブック〕https://www.facebook.com/yamashirosummit/　☆最新情報、更新中です！

第23回

そび
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成27年度〉
　地方公務員法第 58 条の 2 及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成 27 年度の竹田市
人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

　竹田市の職員数は、平成17年の合併後160人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での類似団体の中で、
人口 1 万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、職員数の削減に努めているとこ
ろです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人一人のマンパワーを活用し、住民サー
ビスの更なる向上、周辺地域振興策の強化、地方創生への取組に役立てていきます。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴  採用と退職の状況

平成 27 年 4 月 1 日現在職員数 退職者 採用者 平成 28 年 4 月 1 日現在職員数
378 人 21 人 5 人 362 人

【職員削減の状況】　Ｈ 27…△ 16 人　　Ｈ 26…△ 11 人　　Ｈ 25…△ 19 人

⑵  部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年比（人） 部　門 職員数（人） 対前年比（人）27 年度 28 年度 27 年度 28 年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 43 37 △ 6
総　務 73 69 △ 4 警　察 0 0 0
税　務 15 15 0 消　防 60 58 △ 2
労　働 1 1 0 小　計 103 95 △ 8
農　水 43 44 1 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
商　工 9 8 △ 1 水　道 9 9 0
土　木 24 27 3 交　通 0 0 0
小　計 169 168 △ 1 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 52 44 △ 8 その他 19 20 1
衛　生 23 23 0 小　計 31 32 1
小　計 75 67 △ 8 総合計 378 362 △ 16一般行政部門計 244 235 △ 9

⑶  定員管理計画の状況

平成 17 年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成 28 年
４月１日
職員数

対 17 年
増減数

対 17 年
増減率

平成 28 年
４月１日
職員数

対 17 年
増減数

対 17 年
増減率

522 人 362 人 △ 160 人 △ 30.7％ 362 人 △ 160 人 △ 30.7％

２．職員の給与の状況
⑴  人件費の状況（平成 27 年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成28年３月31日）

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

27 年度 人
23,114  

千円
18,133,320

千円
3,844,008

千円
2,201,388

％  
21.2

％
12.1

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。

⑵  職員の給与費の状況（平成 28 年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 計
Ｂ

１人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当
28 年度 人

350
千円

1,503,409
 千円

613,855
千円

284,251
千円

2,401,515
千円

6,861
※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（特別職は含みません）

「市民に信頼される質の高い行政サービスの提供を」

⑶  職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 357,600 円 46.8 歳

⑷  職員の初任給の状況
（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 初任給 採用後２年経過時
大学卒（減額前） 183,300 円 196,000 円
高校卒（減額前） 149,000 円 163,200 円

※�平成28年４月１日から平成29年３月31日までの間は、給料月額を階級に応じて１％～5.5％の減額措置を実施しています。
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③諸手当
区　　分 項　　　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者 14,000 円、他 7,000 円～ 17,500 円
住 居 手 当 借家（最高 27,000 円）、持家（月額 2,500 円）の区分で支給。
通 勤 手 当 ２㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,100 円～ 23,140 円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％～７％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

⑻  特別職の報酬などの状況� （平成 27 年 7 月 1 日現在）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000 円 569,800 円

  ６月期　1.500 月分
12 月期　1.650 月分

加算措置 15％

副市長 653,000 円 568,110 円
教育長 585,000 円 526,500 円

報　　酬
議　長 402,000 円 －円
副議長 362,000 円 －円
議　員 340,000 円 －円

※平成 29 年３月 31 日までの間は、給料月額を市長 30％、副市長 13％、教育長 10％減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴  勤務時間の状況

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75 時間 午前８時 30 分 午後５時 午後０時 15 分～午後１時 土曜日・日曜日

⑵  休暇等の状況
種　　類 概　　　　　　　　　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により 20 日付与。20 日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越すことが
できる。 7.7 ／年

介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期間内（無
給休暇） ０人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性１人
※１　取得状況は、平成 27 年 1 月 1 日～平成 27 年 12 月 31 日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成 27 年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成 27 年度）
分　限　処　分（人） 懲　戒　処　分（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０

⑸  職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況� （平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 高校卒 215,534 円 258,720 円 332,064 円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹  級別職員数（一般行政職）の状況� （平成 28 年 4 月 1 日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主事 主任 主査 係　長
副主幹 

課長補佐
主　幹

課　長
参　事

課長補佐
課　長 ―

職員数（人） 3 9 22 86 43 19 33 0 215
構成比（％） 1.4 4.2 10.2 40.0 20.0 8.8 15.4 0 100.0

⑺  職員手当の状況
①期末・勤勉手当� （平成 28 年 6 月 1 日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 月分 0.8 月分
12 月期 1.375 月分 0.8 月分

役職による加算措置５～ 15％

②退職手当� （平成 28 年 4 月 1 日現在）
勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 27.405 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

2016年10月発行5



監査公表

  

市
長
部
局
・
水
道
課

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ

の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処

理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

■
白
丹
保
育
所

　
園
児
７
人
が
恵
ま
れ
た
環
境
で
保
育

さ
れ
て
い
る
。
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
事

故
・
病
気
・
火
災
・
地
震
・
台
風
水

害
・
不
審
者
侵
入
対
策
等
）
に
基
づ
く

行
動
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、
引
き
続

き
保
育
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

■
荻
支
所
地
域
振
興
課

　
荻
地
域
の
振
興
に
お
い
て
支
所
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
地
域
と
連
携

し
、
と
り
わ
け
農
業
の
振
興
と
支
援
策

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
の

利
用
者
数
は
減
少
傾
向
で
、
建
物
の
老

朽
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
今
後
の
利
活

用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

■
久
住
支
所
地
域
振
興
課

　
地
域
住
民
・
組
織
と
連
携
し
て
地
域

活
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
農
業
振
興
に
お
い
て
、
国
等
の
各
種

制
度
を
有
効
活
用
し
て
集
落
営
農
や
担

い
手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

■
直
入
支
所
地
域
振
興
課

　
直
入
地
域
の
豊
富
な
資
源
や
各
種

施
設
を
活
用
し
て
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
農
業
、
商
工
観
光
事
業
の
振
興
は
、

地
域
や
組
織
と
協
議
・
連
携
し
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
平
成
29
年
度
に

上
水
道
と
の
統
合
を
行
う
よ
う
国
か
ら

指
導
を
受
け
、
竹
田
市
に
お
い
て
も
統

合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
有
収
率
の
向

上
、
料
金
体
系
の
改
正
等
が
課
題
と
な

る
の
で
一
層
の
取
り
組
み
を
要
望
す

る
。

■
副
市
長
と
債
権
管
理
等
協
議

　
市
税
等
の
滞
納
金
に
つ
い
て
、「
市

自
主
財
源
の
確
保
」
と
「
市
民
の
公
平

性
の
確
保
」
か
ら
徴
収
の
推
進
に
一
層

努
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
公
共
施
設
の
将
来
活
用
計
画
等
を

策
定
の
た
め
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る

が
、
併
せ
て
指
定
管
理
に
つ
い
て
業
務

内
容
等
を
十
分
に
検
証
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
各
校
共
通

　
財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ

の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処

理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
施
設
及
び
通
学
路
等
の
安
全
確
認
に

引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
、

大
事
に
至
ら
ぬ
よ
う
に
早
期
の
対
応
を

要
望
す
る
。

■
直
入
幼
稚
園

　
教
育
目
標
の
「
た
く
ま
し
く
心
豊
か

で
意
欲
的
な
子
ど
も
の
育
成
」
に
向
け

て
、
職
員
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
城
原
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
学
び
の
力
（
よ
く
聴

き
、
考
え
、
伝
え
る
力
）
を
身
に
つ
け

た
児
童
の
育
成
」
に
向
け
て
、
教
職

員
・
児
童
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
久
住
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
心
豊
か
に
　
た
く
ま

し
く
　
自
ら
学
び
　
共
に
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
」
に
向
け
て
、
教
職
員
・
児

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

佐

　伯

　次

　人

森

　
　
　哲

　秀

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
平
成

28
年
８
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
水
道
課
及
び
教
育
委
員
会

の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

童
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
白
丹
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
と
深
く
学

ぶ
意
欲
を
持
ち
、
変
化
に
対
応
し
て
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
白
丹
っ
子
の
育

成
」
に
向
け
て
、
教
職
員
・
児
童
・
保

護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
直
入
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
心
豊
か
に
　
た
く
ま

し
く
　
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
に
向

け
て
、
教
職
員
・
児
童
・
保
護
者
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

■
久
住
中
学
校

　
教
育
目
標
の
「
究
（
き
わ
め
る
）・

鍛
（
き
た
え
る
）・
有
（
存
在
す
る
）」

に
向
け
て
、
教
職
員
・
生
徒
・
保
護

者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

■
直
入
中
学
校

　
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
と
　
強
い

精
神
力
を
持
ち
　
主
体
的
に
学
び
　

活
動
す
る
　
自
立
し
た
生
徒
の
育
成
」

に
向
け
て
、
教
職
員
、
生
徒
、
保
護

者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

　
連
携
校
及
び
教
育
委
員
会
並
び
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
学
校
教

育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
情
報
の
提
供
と
個
人
情
報
の
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

【
10
月
１
日
付
機
構
改
革
を
実
施
】

税
務
課
に『
特
別
収
納
推

進
室
』を
新
設
し
ま
し
た

 

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
！

　
市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
や
、
普
通
交

付
税
の
大
幅
な
減
少
が
想
定
さ
れ
る
な

ど
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景

に
、
税
負
担
の
公
平
性
及
び
自
主
財
源

で
あ
る
市
税
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
税

収
の
向
上
や
滞
納
処
分
強
化
等
を
目
的

に
税
務
課
に
『
特
別
収
納
推
進
室
』
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
特
別
収
納
推
進
室
の
主
な
業
務
は
、

市
税（
普
通
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
）

並
び
に
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
滞
納
処
分
に
関
す
る

業
務
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

納
税
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
滞
納
整
理
の
技
術
的
向

上
を
図
る
こ
と
」
や
「
税
の
徴
収
強
化
」

を
目
的
に
、
大
分
県
税
事
務
所
、
豊
後

大
野
市
、
由
布
市
か
ら
職
員
の
派
遣
を

受
け
、
滞
納
整
理
業
務
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

↑由布市から派遣された川野主査

く

じ
ゅ

う

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなければなりま
せん。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務　○政治的行
為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況（平成 27 年度）
研修名 内　　　　　　　　　　　容

職 場 研 修
竹田セミナー（政策研修、7.12 豪雨災害特別講演、マイナンバー研修、建設工事技術職員研修会、ハ
ラスメント防止研修、財務事務研修、接遇研修、メンタルヘルスセミナー、歯科セミナー、人権教育
研修ほか

基本・職務研修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務研修、
公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、政策形成能力基礎
講座、リスクマネジメント研修、公務員倫理研修指導者養成講座ほか

派 遣 研 修 人事評価制度の導入、景観まちづくり研修、市町村税徴収事務、行政管理・評価セミナー、防災担当
人材育成研修、文化・芸術の活用による地域づくりほか

体 験 研 修 虹色サマースクールボランティア研修

７．その他
⑴　公平委員会業務の状況（平成 27 年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況	 ②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

0 － 0 －

福利厚生事業の状況の概要〈平成27年度〉
　竹田市では､ 地方公務員法第 42 条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政運営等の
状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。
《参考》　�地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施しなければ

ならない。〔地方公務員法第 42 条〕

１．職員互助会の運営状況（平成 27 年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 379 人 3,195 千円 29.1％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業
※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成 27 年度）
項　　目 内　　　　容

定期健康診断 基本検査（381 人）

各種がん検診 前立腺がん（116 人・50 歳以上男）乳が
ん（88 人・女）

そ の 他
脳疾患検査（41 人・45 歳 50 歳 55 歳 58
歳）、ピロリ菌（38 人・30 歳 45 歳 58 歳）、
HCV 抗体検査（71 人・20 歳以上５歳刻み）

３．公務災害補償の状況（平成 27 年度）
加入団体 認定件数 災害の内容

地 方 公 務 員 災 害
補償基金大分県支部 ２件 公務上の負傷

●お問い合せ
　　竹田市総務課職員係　☎ 63-1111（内線 216・217）

  

竹
田
市
人
事
異
動

【
平
成
28
年
10
月
１
日
付
　
　

（
　
）
内
は
旧
役
職
】

■
課
長

▽
税
務
課
長
兼
特
別
収
納
推
進
室
長

（
税
務
課
長
）
相
馬
隆
英
▽
荻
支
所

地
域
振
興
課
参
事
（
社
会
福
祉
課
参

事
兼
生
活
保
護
係
長
）
倉
原
邦
夫
▽

生
涯
学
習
課
参
事
兼
直
入
公
民
館
参

事
（
併
）
直
入
支
所
地
域
振
興
課
参

事
（
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
）

津
島
一
登

■
課
長
補
佐

▽
税
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
税

務
課
長
補
佐
）
菊
池
享
子
▽
環
境
衛

生
課
長
補
佐
（
環
境
衛
生
課
長
補
佐

兼
環
境
衛
生
係
長
）
深
田
徹
▽
文
化

財
課
長
補
佐
兼
文
化
財
管
理
係
長

（
文
化
財
課
長
補
佐
）
古
田
卓

■
係
長

▽
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室
主
幹
兼

係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）

本
田
広
行
▽
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
生

活
保
護
係
長
（
文
化
財
課
主
幹
兼
文

化
財
管
理
係
長
）
後
藤
い
ず
み
▽
環

境
衛
生
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長

（
環
境
衛
生
課
副
主
幹
）
工
藤
正
蔵

■
一
般

▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
副
主
幹
（
荻

支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
）
佐
藤
正

見
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課
主
査

（
生
涯
学
習
課
主
査
（
併
）
直
入
支

所
地
域
振
興
課
主
査
）
衛
藤
勝
幸
▽

文
化
財
課
副
主
幹
（
直
入
支
所
地
域

振
興
課
副
主
幹
）
櫟
浦
幸
徳

広報たけた  平成28年10月号 6



監査公表

  

市
長
部
局
・
水
道
課

■
共
通
事
項

　
財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ

の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処

理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

■
白
丹
保
育
所

　
園
児
７
人
が
恵
ま
れ
た
環
境
で
保
育

さ
れ
て
い
る
。
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
事

故
・
病
気
・
火
災
・
地
震
・
台
風
水

害
・
不
審
者
侵
入
対
策
等
）
に
基
づ
く

行
動
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、
引
き
続

き
保
育
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

■
荻
支
所
地
域
振
興
課

　
荻
地
域
の
振
興
に
お
い
て
支
所
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
地
域
と
連
携

し
、
と
り
わ
け
農
業
の
振
興
と
支
援
策

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
の

利
用
者
数
は
減
少
傾
向
で
、
建
物
の
老

朽
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
今
後
の
利
活

用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

■
久
住
支
所
地
域
振
興
課

　
地
域
住
民
・
組
織
と
連
携
し
て
地
域

活
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
農
業
振
興
に
お
い
て
、
国
等
の
各
種

制
度
を
有
効
活
用
し
て
集
落
営
農
や
担

い
手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

■
直
入
支
所
地
域
振
興
課

　
直
入
地
域
の
豊
富
な
資
源
や
各
種

施
設
を
活
用
し
て
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
農
業
、
商
工
観
光
事
業
の
振
興
は
、

地
域
や
組
織
と
協
議
・
連
携
し
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
平
成
29
年
度
に

上
水
道
と
の
統
合
を
行
う
よ
う
国
か
ら

指
導
を
受
け
、
竹
田
市
に
お
い
て
も
統

合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
有
収
率
の
向

上
、
料
金
体
系
の
改
正
等
が
課
題
と
な

る
の
で
一
層
の
取
り
組
み
を
要
望
す

る
。

■
副
市
長
と
債
権
管
理
等
協
議

　
市
税
等
の
滞
納
金
に
つ
い
て
、「
市

自
主
財
源
の
確
保
」
と
「
市
民
の
公
平

性
の
確
保
」
か
ら
徴
収
の
推
進
に
一
層

努
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
公
共
施
設
の
将
来
活
用
計
画
等
を

策
定
の
た
め
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る

が
、
併
せ
て
指
定
管
理
に
つ
い
て
業
務

内
容
等
を
十
分
に
検
証
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
各
校
共
通

　
財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ

の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処

理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
施
設
及
び
通
学
路
等
の
安
全
確
認
に

引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
、

大
事
に
至
ら
ぬ
よ
う
に
早
期
の
対
応
を

要
望
す
る
。

■
直
入
幼
稚
園

　
教
育
目
標
の
「
た
く
ま
し
く
心
豊
か

で
意
欲
的
な
子
ど
も
の
育
成
」
に
向
け

て
、
職
員
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
城
原
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
学
び
の
力
（
よ
く
聴

き
、
考
え
、
伝
え
る
力
）
を
身
に
つ
け

た
児
童
の
育
成
」
に
向
け
て
、
教
職

員
・
児
童
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
久
住
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
心
豊
か
に
　
た
く
ま

し
く
　
自
ら
学
び
　
共
に
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
」
に
向
け
て
、
教
職
員
・
児

竹
田
市
監
査
委
員

　
　

佐

　伯

　次

　人

森

　
　
　哲

　秀

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
平
成

28
年
８
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
水
道
課
及
び
教
育
委
員
会

の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

童
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
白
丹
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
と
深
く
学

ぶ
意
欲
を
持
ち
、
変
化
に
対
応
し
て
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
白
丹
っ
子
の
育

成
」
に
向
け
て
、
教
職
員
・
児
童
・
保

護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
直
入
小
学
校

　
教
育
目
標
の
「
心
豊
か
に
　
た
く
ま

し
く
　
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
に
向

け
て
、
教
職
員
・
児
童
・
保
護
者
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

■
久
住
中
学
校

　
教
育
目
標
の
「
究
（
き
わ
め
る
）・

鍛
（
き
た
え
る
）・
有
（
存
在
す
る
）」

に
向
け
て
、
教
職
員
・
生
徒
・
保
護

者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

■
直
入
中
学
校

　
教
育
目
標
の
「
豊
か
な
心
と
　
強
い

精
神
力
を
持
ち
　
主
体
的
に
学
び
　

活
動
す
る
　
自
立
し
た
生
徒
の
育
成
」

に
向
け
て
、
教
職
員
、
生
徒
、
保
護

者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

　
連
携
校
及
び
教
育
委
員
会
並
び
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
学
校
教

育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
情
報
の
提
供
と
個
人
情
報
の
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

【
10
月
１
日
付
機
構
改
革
を
実
施
】

税
務
課
に『
特
別
収
納
推

進
室
』を
新
設
し
ま
し
た

 

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
！

　
市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
や
、
普
通
交

付
税
の
大
幅
な
減
少
が
想
定
さ
れ
る
な

ど
、
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景

に
、
税
負
担
の
公
平
性
及
び
自
主
財
源

で
あ
る
市
税
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
税

収
の
向
上
や
滞
納
処
分
強
化
等
を
目
的

に
税
務
課
に
『
特
別
収
納
推
進
室
』
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
特
別
収
納
推
進
室
の
主
な
業
務
は
、

市
税（
普
通
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
）

並
び
に
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
滞
納
処
分
に
関
す
る

業
務
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

納
税
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
滞
納
整
理
の
技
術
的
向

上
を
図
る
こ
と
」
や
「
税
の
徴
収
強
化
」

を
目
的
に
、
大
分
県
税
事
務
所
、
豊
後

大
野
市
、
由
布
市
か
ら
職
員
の
派
遣
を

受
け
、
滞
納
整
理
業
務
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

↑由布市から派遣された川野主査

く

じ
ゅ

う
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竹田の「福祉の拠点」が充実へ
経済活性化促進協議会が
総合社会福祉センターに移転しました！

め
ざ
せ
健
康
長
寿
日
本
一
！

「
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」が
大
盛
況

竹田市民の日常生活にアートの風を♪

城下町お店×作家さん→魅力アップ

城
原
小
、耐
震
工
事
が
完
了
！

久
住
高
原
で
合
宿
し
た

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
活
躍

 

県
体
　
総
合
15
位

来
年
、巻
き
返
し
誓
う
！

↑両協議会の開所式に揃った両協議会の職員のみなさん

　認知症になっても住み慣れた地域
で安心して暮らせる竹田市を目指そう
と、この度、認知症サポーター（認知
症の応援者）養成の講師役である認
知症キャラバン・メイトの組織を設立
しました。会長には、大久保病院看
護・介護部長の日野ほづみさんが選出
されました。
　認知症キャラバン・メイトは、認知
症を理解し、認知症の人や家族を見
守る「認知症サポーター」を１人でも
多く増やし、安心して暮らせるまちを
みんなで作っていくことを目標とする
ボランティア組織です。現在、竹田市
内には111名が登録しています。
　主な活動は、①認知症サポーター養
成講座の開催、②会員相互の交流・情
報交換・研修会の開催、③認知症の普
及啓発等です。
問竹田市地域包括支援センター（つる
かめ）☎64-0310

　
福
祉
の
拠
点
と
な
る
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
る
た
め
、
新
し
く
改
装
さ

れ
た
「
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
内
に
、
現
在
竹
田
温

泉
「
花
水
月
」
施
設
内
に
あ
る
経

済
活
性
化
促
進
協
議
会
が
移
転

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
も
同
じ
く
新
し
く
な
っ
た

事
務
室
に
移
動
し
、
９
月
12
日

に
「
合
同
開
所
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
床

の
改
修
や
事
務
室
の
改
装
、
会

議
室
や
倉
庫
も
整
備
し
、
室
内

　
８
月
19
日
、
平
成
28
年
度
「
少
年

の
主
張 

大
分
県
大
会
」
が
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
中
学
校
か
ら
10
名
が
出

場
。
本
市
か
ら
渡
邊
優
斗
さ
ん
（
久

住
中
２
年
）、
森
花
音
さ
ん
（
緑
ヶ

丘
中
３
年
）、
廣
橋
滉
太
郎
さ
ん（
直

入
中
３
年
）、
後
藤
千
夏
さ
ん（
緑
ヶ

丘
中
２
年
）
が
出
場
し
、
い
ず
れ
も

優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

↑肉用牛でグラチャンに輝いた「しらふく号」
（後藤さん）

↑コラボ第１弾の内藤陶器店に集まっ
た「プロジェクト」スタッフ↑陶芸家・甲斐哲哉さんの

作品が並ぶ内藤陶器店

　
城
原
小
学
校
28
名
の
児
童
た
ち

は
１
学
期
の
間
、
地
震
の
影
響
で
体

育
館
や
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
に

教
室
を
移
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
耐
震
工
事
が
完
了
し
、
２
学

期
か
ら
改
修
さ
れ
た
校
舎
で
授
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

学
び
舎
に
届
く「
温
か
い
善
意
」

　
８
月
17
日
、
熊
本
地
震
に
伴
う

市
内
小
中
学
校
の
災
害
復
旧
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
大
分
県
教
職

員
組
合
直
入
支
部
か
ら
ご
寄
付
（
26

万
２
２
０
０
円
）
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 「少年の主張県大会」久住で開催

　
９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３

日
間
、「
第
69
回
大
分
県
民
体
育
大

会
」
が
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
１
４
１
・
０
点
で
、Ｃ
部

５
位（
総
合
成
績
第
15
位
）で
し
た
。

　
主
な
成
績
（
３
位
以
上
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。〔
敬
称
略
〕

【
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
77
㎏

級
】
小
川
慎
太
郎
　
第
１
位

【
陸
上
競
技
】
議
員
・
教
委
　
４×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
（
阿
部
・
鷲
司
・

吉
竹
・
徳
永
）
第
３
位

女
子
砲
丸
投
げ
30
歳
未
満
　
佐
藤

茉
優
　
第
３
位

男
子
走
高
跳
　
菅
隆
徳
　
第
２
位

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
】
男
子
　
第

３
位

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
】
女
子
ビ
ー

ム
ピ
ス
ト
ル
40
発
　
山
田
愛
　
第

１
位
（
大
会
新
記
録
）

【
ゴ
ル
フ
競
技
】
第
２
位

　
８
月
30
日
、「
平
成
28
年
第

10
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
」

が
久
住
家
畜
総
合
審
査
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
畜
産
農
家
が
肉
用

牛
、
乳
用
牛
を
出
品
。
審
査
の

結
果
、
肉
用
牛
の
部
は
後
藤

克
寿
さ
ん
（
荻
）
の
「
し
ら
ふ

く
号
」、
乳
用
牛
は
工
藤
博
士

さ
ん（
竹
田
）の
出
品
し
た「
乳

　
８
月
28
日
、
市
民
全
体
で
健
康
づ

く
り
の
気
運
を
高
め
よ
う
と
、「
第

３
回
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
が

久
住
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
宏
暁
先
生
（
福
岡
大
学
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
）
に
よ
る
「
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
効
果
」
と
題
し

た
健
康
講
演
会
や
実
技
、
ま
た
健

康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
継
続
者
の
表

彰
や
温
泉
（
ミ
ニ
講
座
、
手
湯
体

験
、
温
泉
水
試
飲
等
）、
運
動
（
親

子
体
操
、
元
気
体
操
、
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
実
技
）、
食
育
（
減
塩
味

噌
汁
試
飲
、
牛
乳
を
使
っ
た
お
や
つ

試
食
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
等
）

に
関
す
る
催
し
、
ま
た
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ

ク
・
バ
ザ
ー
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
多

く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
で
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
マ
イ

チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
」
を
６
か
月
間
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
た
方
に
は
粗
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
健
康
づ
く
り

を
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

竹田市認知症キャラバン・メイト
連絡会（たけたキャラバン隊）が発足！

　竹田のまちの「既存店舗」と「移住作家」が共
生していく仕組みづくりを目指そうと、竹田市地
域おこし協力隊メンバーを中心とした「竹田市城
下町 お店×コラボプロジェクト」が始動しました。
　第１弾として、９月16日、竹田市古町の内藤陶
器店の店内に、陶芸家・甲斐哲哉さんの陶器作品
コーナーが入りました。このプロジェクトは、今
後も展開店舗を拡大していく予定だそうです。
問プロジェクト事務局（☎090-4439-5216）まで

用
牛
（
名
号
は
申
請
中
）」
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

き
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
（
各
区
の
首
席
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

【
肉
用
牛
】

１
区
・
大
窪
統
御
（
久
住
）

２
区
・
古
澤
千
鶴
（
竹
田
）

３
区
・
古
澤
俊
孝
（
竹
田
）

４
区
・
後
藤
克
寿
（
荻
）

【
乳
用
牛
】
育
成
の
部
・
工
藤

博
士
（
竹
田
）
／
初
妊
の
部
・

（
有
）は
み
ん
ぐ
・
ま
む（
久
住
）

　
上
位
入
賞
牛
（
第
６
区
出

品
者
、
後
継
者
の
部〔
久
住
校
〕

を
含
む
）
20
頭
は
、
10
月
に
開

催
さ
れ
る
大
分
県
畜
産
共
進

会
へ
市
代
表
と
し
て
出
品
さ

れ
ま
す
。

　８月31日、陸上3000㍍障害でリオデ
ジャネイロ・オリンピックに出場した高見
澤安珠選手（松山大学３年・20歳）と大西
崇仁監督が竹田市を訪れ、結果報告をしま
した。
　オリンピックでは惜しくも予選で敗退す
るも、４年後の東京オリンピック出場への
決意を新たにしています。
　全国から多くのスポーツ選手が久住高原
で合宿を行い、日本や世界の大舞台に向
かって羽ばたいています。
※なお高見澤選手は帰国後「日本学生競技対校選
手権」の同競技に出場して優勝を飾りました。

↑田中宏暁先生の健康講演会

肉用牛は後藤克寿さんがグラチャン！
竹田市畜産共進会が開催

で
も
土
足
で
の
出
入
り
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
は
「
一
人

ひ
と
り
が
竹
田
の
〝
福
祉
の
心
〞

で
あ
る
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
竹

田
な
ら
で
は
の
福
祉
の
実
現
に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

　
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
を
務
め
る
野
田
良
輔
副
市

長
は
「
市
民
が
暮
ら
し
易
い
安

心
で
き
る
社
会
を
作
り
ま
す
」

と
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

自分が「福祉の心」

↑３連覇を達成した小川選手

↑城原小学校舎
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竹田の「福祉の拠点」が充実へ
経済活性化促進協議会が
総合社会福祉センターに移転しました！

め
ざ
せ
健
康
長
寿
日
本
一
！

「
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」が
大
盛
況

竹田市民の日常生活にアートの風を♪

城下町お店×作家さん→魅力アップ

城
原
小
、耐
震
工
事
が
完
了
！

久
住
高
原
で
合
宿
し
た

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
活
躍

 

県
体
　
総
合
15
位

来
年
、巻
き
返
し
誓
う
！

↑両協議会の開所式に揃った両協議会の職員のみなさん

　認知症になっても住み慣れた地域
で安心して暮らせる竹田市を目指そう
と、この度、認知症サポーター（認知
症の応援者）養成の講師役である認
知症キャラバン・メイトの組織を設立
しました。会長には、大久保病院看
護・介護部長の日野ほづみさんが選出
されました。
　認知症キャラバン・メイトは、認知
症を理解し、認知症の人や家族を見
守る「認知症サポーター」を１人でも
多く増やし、安心して暮らせるまちを
みんなで作っていくことを目標とする
ボランティア組織です。現在、竹田市
内には111名が登録しています。
　主な活動は、①認知症サポーター養
成講座の開催、②会員相互の交流・情
報交換・研修会の開催、③認知症の普
及啓発等です。
問竹田市地域包括支援センター（つる
かめ）☎64-0310

　
福
祉
の
拠
点
と
な
る
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
る
た
め
、
新
し
く
改
装
さ

れ
た
「
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
内
に
、
現
在
竹
田
温

泉
「
花
水
月
」
施
設
内
に
あ
る
経

済
活
性
化
促
進
協
議
会
が
移
転

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
も
同
じ
く
新
し
く
な
っ
た

事
務
室
に
移
動
し
、
９
月
12
日

に
「
合
同
開
所
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
床

の
改
修
や
事
務
室
の
改
装
、
会

議
室
や
倉
庫
も
整
備
し
、
室
内

　
８
月
19
日
、
平
成
28
年
度
「
少
年

の
主
張 

大
分
県
大
会
」
が
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
中
学
校
か
ら
10
名
が
出

場
。
本
市
か
ら
渡
邊
優
斗
さ
ん
（
久

住
中
２
年
）、
森
花
音
さ
ん
（
緑
ヶ

丘
中
３
年
）、
廣
橋
滉
太
郎
さ
ん（
直

入
中
３
年
）、
後
藤
千
夏
さ
ん（
緑
ヶ

丘
中
２
年
）
が
出
場
し
、
い
ず
れ
も

優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

↑肉用牛でグラチャンに輝いた「しらふく号」
（後藤さん）

↑コラボ第１弾の内藤陶器店に集まっ
た「プロジェクト」スタッフ↑陶芸家・甲斐哲哉さんの

作品が並ぶ内藤陶器店

　
城
原
小
学
校
28
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児
童
た
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間
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文
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セ
ン
タ
ー
に

教
室
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移
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し
て
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ま
し
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が
、
こ

の
度
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耐
震
工
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が
完
了
し
、
２
学

期
か
ら
改
修
さ
れ
た
校
舎
で
授
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

学
び
舎
に
届
く「
温
か
い
善
意
」

　
８
月
17
日
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熊
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市
内
小
中
学
校
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復
旧
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役
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も
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お
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と
、
大
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県
教
職

員
組
合
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入
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部
か
ら
ご
寄
付
（
26

万
２
２
０
０
円
）
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い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
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ご
ざ
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ま
し
た
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９
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12
日
か
ら
14
日
ま
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３

日
間
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69
回
大
分
県
民
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育
大

会
」
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県
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
熱
き
戦
い
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繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
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１
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０
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部

５
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合
成
績
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位
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し
た
。
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３
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イ
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テ
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０
０
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司
・

吉
竹
・
徳
永
）
第
３
位

女
子
砲
丸
投
げ
30
歳
未
満
　
佐
藤

茉
優
　
第
３
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２
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３
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付
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。
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取
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と
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に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。

　
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
を
務
め
る
野
田
良
輔
副
市

長
は
「
市
民
が
暮
ら
し
易
い
安

心
で
き
る
社
会
を
作
り
ま
す
」

と
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

自分が「福祉の心」

↑３連覇を達成した小川選手

↑城原小学校舎

2016年10月発行9
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人権
シリーズ　No.18

アッパレ！100歳以上41人
107歳
106歳
105歳

103歳
甲斐　豊香（玉来・東中）
尼子シズ子（宮砥・次倉中央）
佐藤ヤチヨ（菅生・上今）
佐藤　ミス（菅生・上今）
古庄ヒデコ（都野・栢木）

安達ヨシヱ（荻・桜町東）
永冨　　勝（下竹田・神の原）

服部　良子（豊岡・屏風ヶ渕）
阿南　幸重（玉来・東中）
舞　　トハ（玉来・吉田）
渡邊シズ子（松本・穴井迫）
東條　ユク（入田・泉水）
佐藤スミヨ（入田・笹尾）
堀　フミ子（宮城・志土知）
平野ミサト（城原・紙漉）
後藤チサト（荻・恵良原）
佐藤キミ子（白丹・稲葉）
松尾ミツコ（都野・仏原）

廣瀬　　樒（都野・岳麓寺）
坂本ハルヱ（長湯・尚栄町）
佐藤　孝志（長湯・山脇）

上田　アヤ（竹田・上町）
工藤カヨリ（竹田・茶屋の辻）
羽田野マサヱ（竹田・片ヶ瀬）
小出　君子（嫗岳・田井）
衞藤ケサヨ（宮砥・次倉中央）
児玉マサヨ（宮砥・次倉中央）
猪野　又夫（菅生・旧池部）
鳴川ナスヱ（荻・桜町東）
白石ナカエ（荻・桜町東）
佐藤ツル子（久住・本町）
工藤ミタマ（久住・久住荘）
江藤ヒサ子（久住・久住荘）
志藤カヨコ（都野・千人塚本町）
森　トヨ子（都野・千人塚本町）
甲斐スミ子（長湯・日向塚）
池田マサコ（長湯・美晴が丘）

102歳

101歳

相良  貞子（竹田・寺町）
今永スエ子（柏原・田代）

104歳 藤井スゞ子（豊岡・天神）
阿南　明（嫗岳・井手の上） 

ご長寿おめでとうございます！

これからもますますお元気でお過ごしください！

平成28年９月16日現在、100歳以上の方が41人（女性36人・男性5人）

100歳

（敬称略・地区順）

■

健
康
寿
命
日
本
一
を
め
ざ
す

　
大
分
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

が
全
国
８
位
、
女
性
が
全
国
９
位
と

「
全
国
ト
ッ
プ
10
」
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。
　

　
さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
制
限
の
な

い
期
間
、
い
わ
ゆ
る
『
健
康
寿
命
』

は
、
男
性
71
・
56
歳
で
全
国
39
位
か

ら
16
位
へ
、
女
性
は
75
・
１
歳
で
34

位
か
ら
10
位
へ
と
大
き
く
躍
進
し

ま
し
た
。
大
分
県
は
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
元
気
で
、
ま
す
ま
す
健
康
寿

命
を
延
伸
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

い
ま
す
。

■

働
き
盛
り
の
世
代
が
鍵
！

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
に

は
、
介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、『
働

き
盛
り
の
人
々
』
の
健
康
が
と
て
も

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
薄
い
人

も
自
然
と
楽
し
く
取
り
組
め
る
手

軽
な
「
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
」
の
方
法
と
し
て
、「
減
塩
マ
イ

ナ
ス
３
ｇ
」「
野
菜
３
５
０
ｇ
」「
歩

数
プ
ラ
ス
１
５
０
０
歩
」（
１
日
の

目
安
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
元
気
な

う
ち
か
ら
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■

従
業
員
の
健
康
は
事
業
所
の
利
益
に

　
従
業
員
が
心
身
共
に
健
康
に
勤

め
て
も
ら
う
こ
と
は
、
事
業
所
の
生

産
性
の
向
上
、
事
故
防
止
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
従
業
員
の
健
康
支
援
を
通
じ
て

会
社
の
益
を
生
む
考
え
方
を
『
健
康

経
営
』
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
、
県
の
『
健
康
経
営

事
業
所
』
に
登
録
し
て
い
る
５
０
７

事
業
所
の
う
ち
、
１
３
７
か
所
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
内
で
は

登
録
11
か
所
の
う
ち
、
５
か
所
が
認

定
さ
れ
、
事
業
所
ぐ
る
み
の
積
極
的

な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
健
康
経
営
事
業
所
の
「
登
録
」
及

び
詳
し
い
内
容
は
、
大
分
県
豊
肥
保

健
所
地
域
保
健
課
（
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
延
ば
し
た
！
健
康
寿
命
を
さ
ら
に

10
月
は「
み
ん
な
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」推
進
月
間
で
す

↑「竹田のまちに貢献ができるように、もっ
と観光案内に力を入れたい」と話す崔さん

　
韓
国
・
論
山
市
出
身
で
任
期
２
年
目

の
崔
材
洪
さ
ん
（
28
歳
）。
日
本
語
ペ

ラ
ペ
ラ
の
爽
や
か
好
青
年
で
す
。
外
国

出
身
の
協
力
隊
は
、
全
国
的
に
見
て
も

な
か
な
か
お
ら
ず
、
竹
田
市
の
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
は
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
に
併

設
さ
れ
て
い
る
国
際
観
光
案
内
所
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
、
竹
田
を
訪
れ
た
韓
国
人

旅
行
客
へ
の
ガ
イ
ド
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
任
期
終
了
後
に
も
活

か
せ
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
正
式
に
ガ

イ
ド
の
資
格
も
取
る
予
定
の
よ
う
で

す
。
ま
た
、
先
月
に
は
韓
国
の
旅
行
会

社
向
け
に
開
催
さ
れ
た
商
談
会
に
竹
田

の
代
表
と
し
て
参
加
し
、
存
分
に
Ｐ
Ｒ

を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
崔
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
に
国
際
交
流

事
業
で
来
日
し
た
際
、
日
本
の
こ
と
が

大
好
き
に
な
り
、
日
本
に
住
み
た
い
と

い
う
思
い
を
長
年
抱
い
て
い
た
た
め
、

日
本
の
大
学
に
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
も
日
本
に
住
み
た
い
と
い

う
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
進
路
を

考
え
て
い
た
中
で
、
竹
田
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
知
っ

た
そ
う
で
す
。

　「
大
学
が
阿
蘇
に
あ
り
ま
し
た

し
、
奥
豊
後
オ
ル
レ
を
歩
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
竹
田
の
こ
と

は
学
生
時
代
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
募
集
業
務
が
ち
ょ

う
ど
観
光
分
野
で
韓
国
語
が
話
せ
る
人

材
だ
っ
た
の
で
、
縁
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
」

　
韓
国
に
い
る
ご
両
親
も
竹
田
の
こ
と

を
気
に
入
り
、
昨
年
は
３
回
も
訪
ね
て

き
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
「
韓

国
に
帰
っ
て
こ
な
く
て
も
良
い
。
竹
田

に
い
な
さ
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
そ
う

で
す
（
笑
）。
崔
さ
ん
と
し
て
は
、「
そ

の
言
葉
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
残
り
の
任
期
で
は
、
竹
田
と
韓
国
の

間
で
学
生
の
国
際
交
流
を
実
現
し
た
い

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。
竹
田

と
韓
国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
今

後
も
崔
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
で

す
ね
。〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

「
竹
田
の
楽
し
み
方
」を
広
げ
た
い
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
崔
　
材
洪
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土産店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
社
会
に

す
ご
い
絶
望
を
感
じ
た
」（
30
代
男
性
）

　〔
参
照
〕
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
（
平
成
28
年
３
月
法
務
省
人
権

擁
護
局
）

　
こ
の
法
律
が
出
来
た
こ
と
は
「
前
進
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
社
会
に
は
様
々

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
ま
す
。
多
様

だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
私
た

ち
が
こ
の
よ
う
な
行
為
は
許
さ
れ
な
い
と

い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
法
律
が

必
要
な
く
な
っ
た
時
に
初
め
て
「
前
進
」

し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
の
法
律

が
今
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
で
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

な
ど
特
定
の
人
種
や
民
族
を
侮
辱
し
た

り
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
で
あ
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
良
い
韓
国
人
も
悪
い
韓
国
人
も

ど
ち
ら
も
殺
せ
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ

て
歩
い
て

い
る
人
、

在
日
韓

国
・
朝
鮮

人
を
罵
倒

す
る
言
葉
を
口
に
す
る
女
子
中
学
生
の

様
子
は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
全
世

界
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
な
か
ば
公
然
と
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、「
差
別
を
許
す
」

行
為
と
し
て
、
さ
ら
な
る
差
別
意
識
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人
と
し
て

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
と
し
て
、
成
立
し
た

も
の
で
す
。

■
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
見
聞
き
し
た
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
の
声

　「
殺
す
ぞ
等
と
、
公
然
と
道
路
の
真
ん
中

で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
叫
ん
で
い
る
こ

と
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
こ
れ
を
公
然
と
や

ら
せ
て
い
る
社
会
と
か
警
察
に
も
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
そ
の
日
の
帰
り
は
、
す
ご
い

シ
ョ
ッ
ク
と
怒
り
と
悲
し
み
で
涙
が
と
ま
ら

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

解
消
に
む
け
て

　
竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
新
し
い
柔
道
畳
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
既
存
の
畳
の
老

朽
化
に
伴
い
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
金
を
利
用
し
て

設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
地
元
の
「
直
入
少
年
柔
道
ク
ラ

ブ
」
の
協
力
で
畳
の
搬
出
入
作
業
も

円
滑
に
行
わ
れ
、
さ
っ
そ
く
新
し
い

畳
で
稽
古
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
ま

す
ま
す
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
活
性

化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

toto助成金で柔道畳98枚を設置

新しい畳に喜→
ぶ「直入少年
柔道クラブ」
の子どもたち

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化月間

↑活躍が期待される二見さん

　
県
内
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」（
５
月
29
日
開
催
）
に
て
、
二

見
彰
洋
さ
ん（
コ
ロ
ニ
ー
久
住
所
属
）

が
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ア
シ
ュ

ラ
キ
ー
部
門
（
第
32
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
・
10
点
）、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
部
門
（
第
23
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
・
36
・
83
㍍
）
を
制
し

ま
し
た
。
10
月
27
日
〜
29
日
の
３
日

間
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　
９
月
12
日
、
出
場
報
告
に
訪
れ
た

二
見
さ
ん
は
「
金
メ
ダ
ル
が
獲
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

二
見
彰
洋
さ
ん
が「
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

に
出
場
！

↑市内最高齢の相良さん107歳

◇竹田市の健康経営認定事業所
・社会医療法人社団大久保病院
・医療法人孝寿会伊藤医院
・株式会社髙山組
・有限会社後藤製材所
・県農林水産研究指導センター
畜産研究部

（平成28年４月に新たに市内５事

　業所を認定しました）

チ
ェ
　   

ジ
ェ
ホ
ン

ロ
ン 

サ
ン

チ
ェ

　ジ
ェ
ホ
ン

　ぜひ話を聞かせてください。どうすれば解決できるか一緒に考え
ます。秘密は守ります。
　日　　時 　11月14日㈪～20日㈰
　　　　　 　平日 8:30～ 19:00　　土・日 10:00～ 17:00

　電話番号　0570-070-810　
　　　　　　（全国共通／大分地方法務局）
　相談内容　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャル
　　　　　　ハラスメント、つきまとい（ストーカー）ほか
●お問い合せ　大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368

ふ
た

み
あ
き
ひ
ろ

この柔道畳はスポーツ振興くじ助成金を受けて設置されたものです。

広報たけた  平成28年10月号 10
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アッパレ！100歳以上41人
107歳
106歳
105歳

103歳
甲斐　豊香（玉来・東中）
尼子シズ子（宮砥・次倉中央）
佐藤ヤチヨ（菅生・上今）
佐藤　ミス（菅生・上今）
古庄ヒデコ（都野・栢木）

安達ヨシヱ（荻・桜町東）
永冨　　勝（下竹田・神の原）

服部　良子（豊岡・屏風ヶ渕）
阿南　幸重（玉来・東中）
舞　　トハ（玉来・吉田）
渡邊シズ子（松本・穴井迫）
東條　ユク（入田・泉水）
佐藤スミヨ（入田・笹尾）
堀　フミ子（宮城・志土知）
平野ミサト（城原・紙漉）
後藤チサト（荻・恵良原）
佐藤キミ子（白丹・稲葉）
松尾ミツコ（都野・仏原）

廣瀬　　樒（都野・岳麓寺）
坂本ハルヱ（長湯・尚栄町）
佐藤　孝志（長湯・山脇）

上田　アヤ（竹田・上町）
工藤カヨリ（竹田・茶屋の辻）
羽田野マサヱ（竹田・片ヶ瀬）
小出　君子（嫗岳・田井）
衞藤ケサヨ（宮砥・次倉中央）
児玉マサヨ（宮砥・次倉中央）
猪野　又夫（菅生・旧池部）
鳴川ナスヱ（荻・桜町東）
白石ナカエ（荻・桜町東）
佐藤ツル子（久住・本町）
工藤ミタマ（久住・久住荘）
江藤ヒサ子（久住・久住荘）
志藤カヨコ（都野・千人塚本町）
森　トヨ子（都野・千人塚本町）
甲斐スミ子（長湯・日向塚）
池田マサコ（長湯・美晴が丘）

102歳

101歳

相良  貞子（竹田・寺町）
今永スエ子（柏原・田代）

104歳 藤井スゞ子（豊岡・天神）
阿南　明（嫗岳・井手の上） 

ご長寿おめでとうございます！

これからもますますお元気でお過ごしください！

平成28年９月16日現在、100歳以上の方が41人（女性36人・男性5人）

100歳

（敬称略・地区順）

■

健
康
寿
命
日
本
一
を
め
ざ
す

　
大
分
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

が
全
国
８
位
、
女
性
が
全
国
９
位
と

「
全
国
ト
ッ
プ
10
」
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。
　

　
さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
制
限
の
な

い
期
間
、
い
わ
ゆ
る
『
健
康
寿
命
』

は
、
男
性
71
・
56
歳
で
全
国
39
位
か

ら
16
位
へ
、
女
性
は
75
・
１
歳
で
34

位
か
ら
10
位
へ
と
大
き
く
躍
進
し

ま
し
た
。
大
分
県
は
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
元
気
で
、
ま
す
ま
す
健
康
寿

命
を
延
伸
で
き
る
よ
う
推
進
し
て

い
ま
す
。

■

働
き
盛
り
の
世
代
が
鍵
！

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
に

は
、
介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、『
働

き
盛
り
の
人
々
』
の
健
康
が
と
て
も

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
薄
い
人

も
自
然
と
楽
し
く
取
り
組
め
る
手

軽
な
「
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
」
の
方
法
と
し
て
、「
減
塩
マ
イ

ナ
ス
３
ｇ
」「
野
菜
３
５
０
ｇ
」「
歩

数
プ
ラ
ス
１
５
０
０
歩
」（
１
日
の

目
安
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
元
気
な

う
ち
か
ら
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■

従
業
員
の
健
康
は
事
業
所
の
利
益
に

　
従
業
員
が
心
身
共
に
健
康
に
勤

め
て
も
ら
う
こ
と
は
、
事
業
所
の
生

産
性
の
向
上
、
事
故
防
止
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
従
業
員
の
健
康
支
援
を
通
じ
て

会
社
の
益
を
生
む
考
え
方
を
『
健
康

経
営
』
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
、
県
の
『
健
康
経
営

事
業
所
』
に
登
録
し
て
い
る
５
０
７

事
業
所
の
う
ち
、
１
３
７
か
所
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
内
で
は

登
録
11
か
所
の
う
ち
、
５
か
所
が
認

定
さ
れ
、
事
業
所
ぐ
る
み
の
積
極
的

な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
健
康
経
営
事
業
所
の
「
登
録
」
及

び
詳
し
い
内
容
は
、
大
分
県
豊
肥
保

健
所
地
域
保
健
課
（
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
延
ば
し
た
！
健
康
寿
命
を
さ
ら
に

10
月
は「
み
ん
な
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」推
進
月
間
で
す

↑「竹田のまちに貢献ができるように、もっ
と観光案内に力を入れたい」と話す崔さん

　
韓
国
・
論
山
市
出
身
で
任
期
２
年
目

の
崔
材
洪
さ
ん
（
28
歳
）。
日
本
語
ペ

ラ
ペ
ラ
の
爽
や
か
好
青
年
で
す
。
外
国

出
身
の
協
力
隊
は
、
全
国
的
に
見
て
も

な
か
な
か
お
ら
ず
、
竹
田
市
の
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
は
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
に
併

設
さ
れ
て
い
る
国
際
観
光
案
内
所
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
、
竹
田
を
訪
れ
た
韓
国
人

旅
行
客
へ
の
ガ
イ
ド
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
任
期
終
了
後
に
も
活

か
せ
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
正
式
に
ガ

イ
ド
の
資
格
も
取
る
予
定
の
よ
う
で

す
。
ま
た
、
先
月
に
は
韓
国
の
旅
行
会

社
向
け
に
開
催
さ
れ
た
商
談
会
に
竹
田

の
代
表
と
し
て
参
加
し
、
存
分
に
Ｐ
Ｒ

を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
崔
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
に
国
際
交
流

事
業
で
来
日
し
た
際
、
日
本
の
こ
と
が

大
好
き
に
な
り
、
日
本
に
住
み
た
い
と

い
う
思
い
を
長
年
抱
い
て
い
た
た
め
、

日
本
の
大
学
に
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
も
日
本
に
住
み
た
い
と
い

う
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
進
路
を

考
え
て
い
た
中
で
、
竹
田
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
知
っ

た
そ
う
で
す
。

　「
大
学
が
阿
蘇
に
あ
り
ま
し
た

し
、
奥
豊
後
オ
ル
レ
を
歩
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
竹
田
の
こ
と

は
学
生
時
代
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
募
集
業
務
が
ち
ょ

う
ど
観
光
分
野
で
韓
国
語
が
話
せ
る
人

材
だ
っ
た
の
で
、
縁
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
」

　
韓
国
に
い
る
ご
両
親
も
竹
田
の
こ
と

を
気
に
入
り
、
昨
年
は
３
回
も
訪
ね
て

き
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
「
韓

国
に
帰
っ
て
こ
な
く
て
も
良
い
。
竹
田

に
い
な
さ
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
そ
う

で
す
（
笑
）。
崔
さ
ん
と
し
て
は
、「
そ

の
言
葉
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
残
り
の
任
期
で
は
、
竹
田
と
韓
国
の

間
で
学
生
の
国
際
交
流
を
実
現
し
た
い

と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。
竹
田

と
韓
国
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
今

後
も
崔
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
で

す
ね
。〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

「
竹
田
の
楽
し
み
方
」を
広
げ
た
い
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
崔
　
材
洪
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土産店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
社
会
に

す
ご
い
絶
望
を
感
じ
た
」（
30
代
男
性
）

　〔
参
照
〕
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
（
平
成
28
年
３
月
法
務
省
人
権

擁
護
局
）

　
こ
の
法
律
が
出
来
た
こ
と
は
「
前
進
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
社
会
に
は
様
々

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
存
在
し
ま
す
。
多
様

だ
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
私
た

ち
が
こ
の
よ
う
な
行
為
は
許
さ
れ
な
い
と

い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
法
律
が

必
要
な
く
な
っ
た
時
に
初
め
て
「
前
進
」

し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
の
法
律

が
今
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
で
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

な
ど
特
定
の
人
種
や
民
族
を
侮
辱
し
た

り
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
で
あ
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。「
良
い
韓
国
人
も
悪
い
韓
国
人
も

ど
ち
ら
も
殺
せ
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ

て
歩
い
て

い
る
人
、

在
日
韓

国
・
朝
鮮

人
を
罵
倒

す
る
言
葉
を
口
に
す
る
女
子
中
学
生
の

様
子
は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
全
世

界
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
な
か
ば
公
然
と
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、「
差
別
を
許
す
」

行
為
と
し
て
、
さ
ら
な
る
差
別
意
識
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人
と
し
て

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
と
し
て
、
成
立
し
た

も
の
で
す
。

■
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
見
聞
き
し
た
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
の
声

　「
殺
す
ぞ
等
と
、
公
然
と
道
路
の
真
ん
中

で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
向
け
て
叫
ん
で
い
る
こ

と
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
こ
れ
を
公
然
と
や

ら
せ
て
い
る
社
会
と
か
警
察
に
も
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
そ
の
日
の
帰
り
は
、
す
ご
い

シ
ョ
ッ
ク
と
怒
り
と
悲
し
み
で
涙
が
と
ま
ら

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

解
消
に
む
け
て

　
竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
新
し
い
柔
道
畳
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
既
存
の
畳
の
老

朽
化
に
伴
い
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
金
を
利
用
し
て

設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
地
元
の
「
直
入
少
年
柔
道
ク
ラ

ブ
」
の
協
力
で
畳
の
搬
出
入
作
業
も

円
滑
に
行
わ
れ
、
さ
っ
そ
く
新
し
い

畳
で
稽
古
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
ま

す
ま
す
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
活
性

化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

toto助成金で柔道畳98枚を設置

新しい畳に喜→
ぶ「直入少年
柔道クラブ」
の子どもたち

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化月間

↑活躍が期待される二見さん

　
県
内
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」（
５
月
29
日
開
催
）
に
て
、
二

見
彰
洋
さ
ん（
コ
ロ
ニ
ー
久
住
所
属
）

が
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ア
シ
ュ

ラ
キ
ー
部
門
（
第
32
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
・
10
点
）、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
部
門
（
第
23
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
・
36
・
83
㍍
）
を
制
し

ま
し
た
。
10
月
27
日
〜
29
日
の
３
日

間
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　
９
月
12
日
、
出
場
報
告
に
訪
れ
た

二
見
さ
ん
は
「
金
メ
ダ
ル
が
獲
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

二
見
彰
洋
さ
ん
が「
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

に
出
場
！

↑市内最高齢の相良さん107歳

◇竹田市の健康経営認定事業所
・社会医療法人社団大久保病院
・医療法人孝寿会伊藤医院
・株式会社髙山組
・有限会社後藤製材所
・県農林水産研究指導センター
畜産研究部

（平成28年４月に新たに市内５事

　業所を認定しました）

チ
ェ
　   

ジ
ェ
ホ
ン

ロ
ン 

サ
ン

チ
ェ

　ジ
ェ
ホ
ン

　ぜひ話を聞かせてください。どうすれば解決できるか一緒に考え
ます。秘密は守ります。
　日　　時 　11月14日㈪～20日㈰
　　　　　 　平日 8:30～ 19:00　　土・日 10:00～ 17:00

　電話番号　0570-070-810　
　　　　　　（全国共通／大分地方法務局）
　相談内容　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャル
　　　　　　ハラスメント、つきまとい（ストーカー）ほか
●お問い合せ　大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368

ふ
た

み
あ
き
ひ
ろ

この柔道畳はスポーツ振興くじ助成金を受けて設置されたものです。
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2016年（平成28年）

『グレートジャーニー
映画会と関野吉晴さん
トークショーの会』

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

7

14

21

28

1

8

15

22

29

6

13

20

27

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

・【歴史資料館】秋季企画展「竹田の
山城入門－中世山城から近世岡城
まで－」 ～11／27㈰
・第77回大分県畜産共進会〔肉牛の
部〕10:00～ 表彰式・肉牛せり（㈱大
分県畜産公社〔豊後大野市犬飼町〕）
・第13回久住文化協会発表会【展示・
対局部門】10：00～【ステージ出演
部門】13：00～（久住公民館くじゅう
サンホール、機能回復訓練室ほか）

・学校法人稲葉学園竹田南高
等学校 学校創立100周年記
念式典10:00-11:30（竹田南
高等学校体育館）
・城原神社秋季大祭前夜祭
「夜神楽」17:30～

・第70回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール開
会式、第70回記念事業佐々
木典子トークコンサート17:00
～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・第77回大分県畜産共進会〔種畜の
部　肉用牛の部〕 審査開始 9:00～
（別府市野口原 別府公園文化ゾー
ン）
・上浦東雲小学校と荻小の稲刈り交流
10:30～（西福寺公民館・荻町西福
寺の田んぼ）
・第70回瀧廉太郎記念全日本高等学
校声楽コンクール予選 13:00～（久
住公民館くじゅうサンホール）

・【第23回全国山城サミットin竹
田】国指定史跡岡城跡現地見
学会（岡城跡・14:00-16:00）、八
幡山縁日楽市楽座（竹田市街
地・11:00-15:00）、キリシタン遺
物展・イコン画展（竹田創生館・
9:00-17:00）、DRUM TAO 岡城
ライブ（岡城跡・18:00～）

・【総合健診】8:00-10:00（竹田市総合
社会福祉センター）
・第26回自治会対抗ミニバレーボール
大会 9：00～開会（久住総合体育館）
・久住高原まつり・久住高原牛肉まつ
り10:00-15:00（久住南登山口特設
会場〔星ふる館隣〕）
・全国一斉！法務局休日相談所
10:00-16:00※予約制、相談無料（大
分県地方法務局竹田支局）
問☎62-2315

・「荻の里温泉」休館日
・第10回竹田市農業委員会総
会13:30～（竹田市本庁舎３
階委員会室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日 ・竹田温泉「花水月」休館日

・ジャパンマンモグラフィーサン
デー（J.M.S）※日曜日に乳がん検
査を受けられる日です。
10:00-12:00（大久保病院）※要予
約 ☎64-7777
・第70回瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール本選・表彰式
11:00～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・【水琴館】竹田豊後南画愛好会「豊後
南画名品展」（～10/23まで）
・おはなしのへや
10:30-11:00（竹田市立図書館えほ
んのへや）
・法の日週間行事「成年後見制度説明
会」13:30-15:30 ※13:00～受付（大
分地方・家庭裁判所）問大分地方・
家庭裁判所事務局総務課庶務係 ☎
097-532-7161（内線612）

・「荻の里温泉」休館日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第77回大分県畜産共進会〔乳
用牛の部〕 審査開始 9：30～
（みどりの王国〔大分市廻栖
野〕）
・平成28年度交通事故相談所
巡回相談
10:00-15:00（豊肥振興局）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）
・離乳食教室（午前）
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大
分市〕）問大分県行政書士会事務局 
☎097-537-7089

・第８回川端康成記念講演会「日
本人の底力」14:30-16:30〔講師〕
矢野大和氏（大分県立竹田高校
体育館）
・【子牛市場】9：30セリ開始（豊後
豊肥家畜市場）
・おはなしのへや
10:30-11：00（竹田市立図書館え
ほんのへや）

・【臨時休館】竹田市立図書館
・【水琴館】第31回竹田市美術
展（～10/16まで）
・こころの健康相談
13:30-15:30（直入支所）※要
予約 ☎63-3346

・史跡岡城跡便益施設 竣工式
9:00-12:00（岡城三の丸跡） 
・ 陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健康診査（午
後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・第４回山城めぐり
入田分館8:30集合※参加費
500円（津賀牟礼城・入田地
区）問岡の里事業実行委員会 
☎62-4100
 ・５歳児健康診査（午後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始（豊後豊肥家
畜市場）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・人権学習学級「里親制度について」
15:00～〔講師〕谷本幸子さん（中央児童
相談所）（竹田市本庁舎３階会議室）※
どなたでも参加可。受講希望者は事前
にご連絡ください 問竹田市教育委員会
生涯学習課 ☎63-4817

・「直入愛育会結成20周年記念式典」及び
「第19回愛育まつり」8:00-13:00（竹田市
直入中央グラウンド・直入公民館）
・第13回由学館セミナー「豊後岡藩と刀
剣」14:00～ ※入場無料 ①「豊後刀の歴
史から見る豊後国の変遷」〔講師〕中原
信夫氏（刀剣研究家）②「蘇る名刀『蛍
丸』〔講師〕興侶房興氏（蛍丸伝説プロ
ジェクト刀匠） 問竹田市文化財課 ☎
63-4818（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・大分県行政書士会豊肥支部 
「無料相談会」
10:00-15:00（竹田市総合社
会福祉センター）
問大分県行政書士会豊肥支
部 ☎63-3280

・白丹温泉館祭り13:30-18:00（予
定）（白丹温泉館周辺）
・白丹公民館祭り11:00-17:00（予
定）（白丹公民館）
・竹田“食楽”バル 16 :00～（チ
ケット３枚１組 前売り2,500円、
当日2,800円）問竹田商工会議
所 ☎63-3161

・竹田温泉「花水月」休館日

・郷土の自然に親しみ植物を
観察する会「秋の烏屋城跡登
山道沿いの観察」市役所 8:00
集合 ※２
・平成28年度「観月祭」15:30～
（深田光霊記念 詩聲館）

・第59回荻地域体育祭
9:00～（荻小グラウンド）

・【第23回全国山城サミットin竹田】全
国山城サミットin竹田（竹田高等学
校体育館・12:40-17:00）、キリシタン
遺物展・イコン画展（竹田創生館・
9:00-17:00）
・無料調停相談
10:00-15:00 ※秘密厳守、相談料無
料（久住公民館くじゅうサンホール）
問竹田調停協会 ☎63-2040

・竹田“食楽”バル
16:00～（チケット３枚１組 
前売り2,500円、当日2,800円）
問竹田商工会議所☎63-3161
（30日は希望店のみ）

・【水琴館】大分県美術協会写真
展巡回展（～11/６まで）
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）
・こころの健康相談 13:30-15:30 
（竹田市総合社会福祉セン
ター）※要予約 ☎63-3346

・【納期限】
市県民税（３期）、国民健康保
険税（７期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料（４期）
・障がい児・障がい者家族交流
会13：30-15:30（竹田市高齢
者いきいき交流センター）

竹 田 市 の　 こ よ み 10月たけたん情報

大人はもちろん特に小・
中高生に、関野さんのお
話を聞き、映画を通じて
“大海原の旅” を疑似体
験してもらうことで、今
後の人生で困難にぶつ
かった時に思い出して前
に進む力になることを期
待しています。

日　時　10月26日㈬ 
17:00 ～ 21:00
（予定）

会　場　竹田市総合社会
福祉センター多
目的ホール（市
役所隣り）

　　　　※小さなお子様
連れの方用に
部屋を用意

入場料　無　料

●お問い合せ
　実行委員会事務局
　（城下町交流館「集」内）
　☎63-0133

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

竹田温泉「花水月」
月の湯・花の湯
開館15周年記念特別価格！
 11月１日㈫～３日㈭まで
入浴料　市内・市外 大人・子ども 100円（共通）
営業時間　11:00～22:00（最終受付は21:30）
※11月３日㈭は祝日のため、通常どおり
営業いたします。

問竹田温泉「花水月」☎64-1126

  11月15日㈫まで
  改修工事中です
　竹田市荻支所では、地震による改修
工事が９月15日から始まりました。市民
の皆様にはご不便、ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いいたします。

ジャパンラグビートップリーグ
キヤノンイーグルス vs 神戸製鋼コベルコスティーラーズ
ラグビーワールドカップ2019大分開催の成功に向け、大分のラグビー
を盛り上げていきましょう。
開催日　10月16日㈰　13:00キックオフ
場　所　大分スポーツ公園　大分銀行ドーム
チケット…チケットぴあ、コンビニエンスストア等で販売中
詳しくは、大分県ラグビーフットボール協会（☎050-3786-2019）へ
問大分県企画振興部芸術文化スポーツ局　国際スポーツ誘致・推進室
　☎097-506-2082

◆2016年11月上旬の主な予定
　 1 日㈫　・白水の滝「源流の碑」再興式 10:00 ～ （荻町陽目・白水の滝）
　 3 日㈭　・ 第11回トマト天国inおぎ・第37回荻ふるさと祭り 9:00 ～（荻福祉健康エリア）
　　　　　・ 竹田市功労者表彰 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
 　5 日㈯　・竹田市福祉大会 8:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
　　　　　・第44回荻地域男子バレーボール大会 13:00 ～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
　　　　　・きらめくわたしのファッションショー in竹田 15:00 ～（直入公民館）
 　6 日㈰　・第25回Ｂ＆Ｇ会長杯争奪直入地域バレーボール大会 9:00～開会（直入Ｂ＆Ｇ体育館）
　　　　　・第49回荻地域女子バレーボール大会 9:00 ～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
　　　　　・第２回ウェイクケーブル 全日本選手権大会 10:00～（長湯ダム湖・ウェイクケーブルパーク）

　竹田高校生徒のほかに、一般参加者も募集しています。聴講料は無料ですが、席
に限りがありますので講演会前日までにお電話でのご予約をお願いします。座席に
空きがある場合は、当日の飛び込みも可能です。

　日　時　10月11日㈫　14:30～16:30（開場14:00～）
　場　所　大分県立竹田高等学校体育館　※駐車場は旧竹田小学校跡地をご利用ください。
●お問い合せ　竹田市企画情報課エコミュージアム推進室　☎63-4801（直通）

体育の日

竹田
・10月７日・21日㈮
　13:30～15:30（古町商栄会）

荻
・10月11日・25日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・10月11日㈫・27日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・10月14日・28日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・10月６日・13日㈭
　13:00～15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・10月12日㈬
　13:00～15:00（入田分館）
・10月18日㈫
　13:00～15:00（嫗岳分館）
・10月26日㈬
　13:00～15:00（宮砥分館）

今月のよりそいカフェ

月
間
・
そ
の
他

○悩まず　どんとこい労働相談
　10／１㈯～７㈮ 問大分県労働委
員会事務局 ☎097-536-3650
○間伐推進強化月間（10／1㈯～11
／30㈬）
○全国漁船安全操業推進月間
○土地の日・土地月間
○都市緑化月間
○薬と健康の週間（10／17㈪～23
㈰）

第８回 川端康成記念講演会

演  題「日本人の底力」
講  師　 矢野　大和 氏（鷹鳥屋神社宮司・佐伯市宇目）

一般参加者を
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第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者のみなさん　　　　　　　　　 （敬称略）

ウィーン留学報告演奏会
日時　10月16日㈰　12:30～
会場　久住公民館くじゅうサンホール

　昨年１位の塩谷梨奈さん（長崎・活
水高等学校３年）と、昨年２位の中井
香江さん（現在東京藝術大学声楽科・
香川県立坂出高校卒）がウィーン留学
を経て、成長した歌唱を披露していた
だきます。

大山　愛恵
北海道登別明日中等教
育学校３年

上田　楽々
京都市立京都堀川音楽
高等学校３年

千住　悠紀
梅光学院高等学校２年
〔山口県〕

栗林　実由
大分県立芸術緑丘高等
学校３年

石山　夢乃
北海道札幌旭丘高等学
校３年

石岡　理沙
大阪府立夕陽丘高等学
校３年

宮田　莉奈
徳島県立名西高等学校
２年

恒吉　季実
宮崎日本大学高等学校
２年〔宮崎県〕

春日紗矢子
長野県松本県ケ丘高等
学校３年

松葉　深月
山陽女子高等学校３年
〔岡山県〕

松野　江里
熊本県立玉名高等学校
３年

三宅　智陽
幸福の科学学園関西高
等学校１年〔滋賀県〕

岩原　綾子
広島音楽高等学校３年
〔広島県〕

本渡　夢月
大分県立大分豊府高等
学校２年

須田　龍乃
宮城県仙台西高等学校
２年

川添　由結
兵庫県立西宮高等学校
３年

西谷　亮良
香川県立坂出高等学校
３年

坂田　日生
鹿児島県立松陽高等学
校３年

大平　遥菜
栃木県立真岡女子高等
学校２年

𠮷中　萌華
奈良県立桜井高等学校
３年

木本　圭
済美高等学校３年〔愛
媛県〕

瑞慶覧恭子
沖縄県立開邦高等学校
１年

桑原キャサリン
埼玉県立大宮光陵高等
学校３年

土生　夏未
開智高等学校３年〔和
歌山県〕

浜田　侑里
福岡県門司学園高等学
校３年

伊藤　紗奈
宮城県向山高等学校２
年〔姉妹都市 仙台市〕

石井　千賀
神奈川県立弥栄高等学
校３年

服部菜々子
翔英学園　米子北斗高
等学校２年〔鳥取県〕

田島　知奈
佐賀女子短期大学付属佐賀
女子高等学校１年〔佐賀県〕

原山　悠
大分県立竹田高等学校
２年〔竹田市〕

寺山　昌旺
石川県立金沢辰巳丘高
等学校３年

伊藤　美心
出雲北陵高等学校１年
〔島根県〕

森　雄飛
青雲高等学校２年〔長
崎県〕

第70回 瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

歴史を重ねて
ついに 70回

【瀧廉太郎賞】

　ウィーン留学助成　１位 60万円
　　　　　　　　　　２位 40万円
【文部科学大臣奨励賞】
【ライプツィヒ賞】

市
民
と
と
も
育
ん
だ
70
年

　
今
回
は
、
第
70
回
記
念
事
業
と

し
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
々
木
典

子
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
の
都
〝
ウ
ィ
ー
ン
〞
へ
と
続

く
道
」
を
開
催
し
ま
す
。
佐
々
木
さ

ん
は
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
後
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ

ム
芸
術
大
学
オ
ペ
ラ
科
を
首
席
で

修
了
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
オ
ペ
ラ
研
修
所
を
経
て
、
同
歌

劇
場
に
て
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
劇
場
で
数
多
く
出
演
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
現
役
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
と

も
に
、
東
京
藝
術
大
学
教
授
と
し
て

若
き
声
楽
家
の
育
成
に
も
力
を
注

が
れ
て
い
ま
す
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
員
を
第
68
回
大
会
か
ら
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
本
人
も
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
で
も
あ
り
ま

す
。
世
界
で
認
め
ら
れ
た
歌
声
を
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
長
野
県
中
野

市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
そ
し
て
竹
田

市
の
３
市
に
よ
り
「
音
楽
姉
妹
都
市

協
定
」
を
締
結
し
て
、
来
年
１
月
で

50
年
を
迎
え
、
今
年
度
は
50
周
年
の

記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
70
回
を
迎

え
る
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
記
念
と
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
、
仙
台
市
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
歌
手
の
方
々

に
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
終
日
、
そ
の
歌

声
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
開
催
し
て
い

る
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
の
「
瀧
廉
太

郎
記
念
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
出
場
者
の
皆
さ
ま
の
、
コ
ン

ク
ー
ル
と
は
ま
た
違
っ
た
歌
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ

て
は
竹
田
市
で
の
思
い
出
づ
く
り
の

も
う
１
つ
の
「
ス
テ
ー
ジ
」
で
す
。

　
竹
田
市
に
お
い
て
大
切
に
育
ま
れ

て
き
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年
も

１
つ
歴
史
を
積
み
重
ね
ま
す
。
そ
の

１
ペ
ー
ジ
に
輝
く
瞬
間
を
会
場
で
見

届
け
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
ど
な

た
で
も
ご
鑑
賞
で
き
、
入
場
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

事
務
局
（
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
）☎
63-

４
８
１
７

10月1414㈮日 17：00～
開会式・第70回記念事業・
歓迎レセプション 15㈯日 13：00～

予選

16㈰日 11：00～
本選・コンクール審査発表

後　援 文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人 全国高等学校文化連盟・公益社団法人 ツーリズムおおいた・毎日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社・
朝日新聞社・大分合同新聞社・NHK大分放送局・OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送・エフエム大分・ANA 全日空・竹田商工会議所・竹田ロータリークラブ・
竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・特定非営利活動法人 竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・特定非営利活動法人 大分県芸術文化振興会議

会場　久住公民館くじゅうサンホール
　　　  竹田市久住町大字久住 6154（☎0974-76-0717）
主催：竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会

入場

※コンクール出場者一覧は市報から抜き出し、開いてからご覧ください。（秘書広報係）

無料

第70回記念公演
佐々木典子トークコンサート
「音楽の都“ウィーン”へ
  と続く道」（ピアノ・浜川  潮）

日時　10月14日㈮　17:40～
会場　久住公民館くじゅうサンホール
入場料　無　料

　コンクール出身で審査員を務める佐々
木さんのトークコンサートをお楽しみく
ださい。

しお  や　り　な

なか  い

か　え



行　事　名 行事の概要 開催日程 会　　場 主催機関名 URL または連絡先

文化祭 演劇・合唱・弁論等の発表、絵画・教科展示等 11月20日 緑ヶ丘中体育館 緑ヶ丘中学校生徒会 ☎0974-68-2012

音楽発表会 緑ヶ丘中生徒と荻小児童の合同音楽発表会 10月28日 荻小学校体育館 緑ヶ丘中学校生徒会・
荻小学校児童会

荻小学校
☎0974-68-2006

校内日本語弁論大会 各学年の代表による日本語弁論 10月22日 久住中学校 久住中学校 ☎0974-76-0049 

校内文化祭 生徒の演劇・合唱の発表と教科展示 11月23日 くじゅうサンホール 久住中学校 ☎0974-76-0049 

開校70周年記念行事
都野中学校文化祭

室内四弦楽演奏会
各学年による劇や合唱の発表、教科作品の展示 11月23日 都野中学校体育館 都野中学校 ☎0974-77-2004

ふるさと直入プロ
ジェクト発表会

総合的な学習の時間「ふるさと直入」について、縦
割り班で調査・研究したことの発表会 10月12日 直入中学校 直入中学校 ☎0974-75-2260

文化祭 演劇，合唱，弁論，作品展示など 11月20日 直入中学校体育館 直入中学校 ☎0974-75-2260

着ぐるみ人形劇公演会 劇団バクの着ぐるみ人形劇を市内の幼児・児童に
鑑賞してもらう。 11月22日 社会福祉総合センター 市内公立幼稚園PTA

連合会
竹田幼稚園
☎0974-63-1081

なかよしようちえん 竹田・南部・直入3園の園児並びに保護者の交流会 11月11日 直入B&G体育館・直
入公民館 竹田市公立幼稚園会 ☎0974-63-1084

いもほり 園児と上鹿口老人クラブの方々によるさつまいも
の収穫 11月上旬 竹田市上鹿口の畑 竹田幼稚園 ☎0974-63-1081

親子バスえんそく 園外で子ども、親、教師の親睦を深めます 10月4日 うみたまご 竹田幼稚園
南部幼稚園

南部幼稚園
☎0974-63-1084

芋掘り・触れあい収
穫祭

君ケ園老人クラブの人たちと芋掘りや交流会で
親睦を深める。 11月上旬 南部幼稚園周辺芋畑、

南部幼稚園 南部幼稚園 ☎0974-63-1084

親子バスえんそく 園外で子ども、親、教師の親睦を深めます 10月6日 別府ラクテンチ 直入幼稚園 ☎0974-75-2230

祖父母参観日 昔ながらの伝承あそびを祖父母と楽しむ 10月28日 直入幼稚園 直入幼稚園 ☎0974-75-2230

大運動会 運動会 10月1日 竹田南高校グランド しらゆり幼稚園 ☎0974-63-2223

芋掘り集会 園児と地域の方との交流（サツマイモ掘りと収穫祭） 11月上旬 竹田市飛田川の畑 しらゆり幼稚園 ☎0974-63-2223

強歩大会 本校の強歩大会（１年～３年生対象）を実施 11月18日 竹田高校 竹田高校 ☎0974-63-3401

公開授業 日頃の授業及び研究授業（６限）を公開 10月14日
10月21日 竹田高校 竹田高校 ☎0974-63-3401

黒岳清掃登山 九重連山の１つである黒岳に全校生徒で清掃登山 10月28日 黒岳 三重総合高校久住校 ☎0974-77-2200

学園祭
農業科に関する展示ならびに本校農場で生徒た
ちが栽培・加工した物品の販売等。また、PTAや同
窓会によるバザー等も実施。

11月13日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校 ☎0974-77-2200

学校開放 本校生徒たちの教室や農場での授業や実習を自
由に参観できる 11月23日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校 ☎0974-77-2200

なかよしまつり 地域交流を兼ねた学習発表会 10月23日 大分県立竹田支援学
校体育館 竹田支援学校 ☎0974-63-0722

地域ふれあい作品展 授業の様子や制作した作品、絵画等の紹介 10月28日～
11月4日 サンリブ竹田店 竹田支援学校 ☎0974-63-0722

地域ふれあい作品展 授業の様子や制作した作品、絵画等の紹介 10月7日～
10月14日 大分銀行竹田支店 竹田支援学校 ☎0974-63-0722

南高祭 文化祭 11月3日 竹田南高等学校 竹田南高校 ☎0974-63-3223

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による
演奏発表会 11月1日 竹田中学校 竹田教育振興協議会 緑ヶ丘中（伊藤）

☎0974-68-2012

竹田市日本語弁論大会 市内中学生による日本語の弁論大会 11月29日 久住中学校 竹田教育振興協議会 緑ヶ丘中（伊藤）
☎0974-68-2012

第68回画聖「田能村
竹田」先生をしのぶ
美術祭

小中高校生の絵画、書道の特賞作品の展示
①10月29日
～11月3日
②11月15日
～11月20日

①久住公民館
②市民ギャラリー
　水琴館

竹田市・竹田市教育
委員会

竹田市教育委員会生
涯学習課
☎0974-63-4817

第70回瀧廉太郎記念
全日本高等学校声楽
コンクール

全国から高校生が集う声楽コンクール 10月14日
～16日 くじゅうサンホール

竹田市・竹田市教育
委員会・瀧廉太郎記
念音楽祭実行委員会

竹田市教育委員会生
涯学習課
☎0974-63-4817

竹田市教育推進連絡協議会（事務局　竹田市教育委員会学校教育課）　☎ 0974-63-4833



11月１日は「おおいた教育の日」です
平成28年度「おおいた教育の日」普及機関（10/１㈯～11/30㈬）関連行事（主なもの）

行　事　名 行事の概要 開催日程 会　　場 主催機関名 URL または連絡先

親子ウォークラリー 郷土の文化や歴史を親子でウォークラリーをしな
がら学びます。 10月16日 竹田小学校～市街地 竹田小学校PTA a56010@oen.ed.jp

巡回公演 音楽劇「イソップランドの動物たち」の上演 10月20日 豊岡小学校 豊岡小学校 ☎0974-63-1063

ユニバーサルデザイン
出前授業 ユニバーサルデザインに係る講演会・体験 10月25日 豊岡小学校 豊岡小学校 ☎0974-63-1063

PTA人権講演会 子育てシンガーソングライターmonさんの講演 10月1日 豊岡小学校 豊岡小学校・PTA ☎0974-63-1063

PTAふれあいレク 軽スポーツ（晴：ドッチビー、雨：スマイルボウリング） 11月5日 豊岡小学校 豊岡小学校・PTA ☎0974-63-1063

ふれあいフェスタ ふれあい授業公開・ふれあいバザー 10月16日 南部小学校 南部小学校 ☎0974-63-1064

友情の蛍答礼訪問 別府重度障害者センターの方と交流会 11月10日 南部小学校 南部小学校 ☎0974-63-1064

第25回入田地区合同
文化祭 地域の文化祭に児童が参加　児童の学習発表等 11月19日 祖峰小学校体育館 入田地区社会福祉協

議会
入田分館
☎0974-62-2955

祖父母学級 授業公開、祖父母の方 と々のふれあい活動等 10月25日 菅生小学校体育館 菅生小学校 ☎0974-65-2221

ゴミ０大作戦 地域のゴミ拾い、清掃活動 11月5日 菅生小学校運動場
菅生地区 菅生小学校 ☎0974-65-2221

文化芸術による
子どもの育成事業

汎マイム工房によるパントマイムの児童参加型
本公演 10月27日 菅生小学校体育館 菅生小学校 ☎0974-65-2221

宮城台小学校30周年
記念行事
敬老福祉・食彩祭

・�地域の方や来賓を招いて、30周年記念式典を行
い、その後、学習発表会を行う。
・�地域の方や保護者と餅つきを行い、食彩祭に参
加し、お餅を敬老者に配布する。

10月30日 宮城台小学校
体育館・ランチルーム

宮城台小学校
宮城地区社会福祉協
議会・宮城地区自治
会

宮城台小学校
☎0974-66-2053

城原っ子フェスティバル 栽培した米・イモの収穫祭及び学校応援地域ボ
ランティアに感謝する会 11月19日 城原小学校体育館・

教室 城原小学校 ☎0974-66-2013

授業公開・人権講演会 授業公開及び人権講演会を行い、親子で人権に
ついて学びます。 11月5日 荻小学校各教室・体

育館
荻小学校・荻小学校
PTA ☎0974-68-2006

チャレンジ大会 器械運動（跳び箱等）の学習発表を行う。 10月19日 白丹小学校 白丹小学校 ☎0974-76-1151

家族オリエンテーリング 家族で校区を歩き、地域の自然や文化に親しむ 11月6日 白丹小学校 白丹小学校 ☎0974-76-1151

公開研究会 協調学習３年次研究発表会を公開して、保護者・
地域の方に参観を呼びかける。 10月20日 久住小学校 久住小学校 ☎0974-76-0019

授業公開日 日頃の授業の様子を保護者・地域の方に参観して
もらいます。 11月15日 久住小学校 久住小学校 ☎0974-76-0019

図書館まつり 読書モリモリ月間の取り組みで本のよさや読書の
楽しさを伝える。 11月17日 久住小学校 久住小学校 ☎0974-76-0019

稲刈り体験 ５年生が５月に植えたもち米を稲刈りをして収穫
する。 10月下旬 久住小学校作付水田 久住小学校 ☎0974-76-0019

親子人権講演会 車イスレーサーの河室さん、城さんの講演と体験
交流 10月1日 都野小学校 都野小PTA ☎0974-77-2003

大船っ子集会 児童・生徒による合唱・合奏の発表会 10月28日 都野小学校 都野小中学校 ☎0974-77-2003

ふれあい学級 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動 11月2日 直入小学校 直入小学校 ☎0974-75-2250

なおいりの森植樹活動 親子で植樹活動 11月12日 直入町長湯下野 直入小学校 ☎0974-75-2250

竹田市中学校駅伝
競走大会 市内全中学校参加の駅伝大会 10月25日 久住高原クロスカントリー

日本一のマラソン練習コース 竹田市中学校体育連盟 ☎0974-63-1070

大分県中学校駅伝
競走大会 県内各郡市の代表参加の駅伝大会

11月4日
（開会式）
11月5日
（競技）

久住高原クロスカントリー
日本一のマラソン練習コース 竹田市中学校体育連盟 ☎0974-63-1070

蛍雪祭（文化祭） 演劇・展示・合唱・演奏など文化的活動の発表 11月20日 竹田中学校体育館 竹田中学校 ☎0974-63-1070

校内文化祭 各学年による演劇、合唱、教科展示等 11月19日 竹田南部中学校体育館 竹田南部中学校 ☎0974-63-1072

校内弁論大会 各学年代表による弁論大会 11月中旬 緑ヶ丘中体育館 緑ヶ丘中学校 ☎0974-68-2012

○日程等の変更がある場合があります。詳細は各行事の主催者までお問い合わせください。



第70回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者のみなさん　　　　　　　　　 （敬称略）

ウィーン留学報告演奏会
日時　10月16日㈰　12:30～
会場　久住公民館くじゅうサンホール

　昨年１位の塩谷梨奈さん（長崎・活
水高等学校３年）と、昨年２位の中井
香江さん（現在東京藝術大学声楽科・
香川県立坂出高校卒）がウィーン留学
を経て、成長した歌唱を披露していた
だきます。

大山　愛恵
北海道登別明日中等教
育学校３年

上田　楽々
京都市立京都堀川音楽
高等学校３年

千住　悠紀
梅光学院高等学校２年
〔山口県〕

栗林　実由
大分県立芸術緑丘高等
学校３年

石山　夢乃
北海道札幌旭丘高等学
校３年

石岡　理沙
大阪府立夕陽丘高等学
校３年

宮田　莉奈
徳島県立名西高等学校
２年

恒吉　季実
宮崎日本大学高等学校
２年〔宮崎県〕

春日紗矢子
長野県松本県ケ丘高等
学校３年

松葉　深月
山陽女子高等学校３年
〔岡山県〕

松野　江里
熊本県立玉名高等学校
３年

三宅　智陽
幸福の科学学園関西高
等学校１年〔滋賀県〕

岩原　綾子
広島音楽高等学校３年
〔広島県〕

本渡　夢月
大分県立大分豊府高等
学校２年

須田　龍乃
宮城県仙台西高等学校
２年

川添　由結
兵庫県立西宮高等学校
３年

西谷　亮良
香川県立坂出高等学校
３年

坂田　日生
鹿児島県立松陽高等学
校３年

大平　遥菜
栃木県立真岡女子高等
学校２年

𠮷中　萌華
奈良県立桜井高等学校
３年

木本　圭
済美高等学校３年〔愛
媛県〕

瑞慶覧恭子
沖縄県立開邦高等学校
１年

桑原キャサリン
埼玉県立大宮光陵高等
学校３年

土生　夏未
開智高等学校３年〔和
歌山県〕

浜田　侑里
福岡県門司学園高等学
校３年

伊藤　紗奈
宮城県向山高等学校２
年〔姉妹都市 仙台市〕

石井　千賀
神奈川県立弥栄高等学
校３年

服部菜々子
翔英学園　米子北斗高
等学校２年〔鳥取県〕

田島　知奈
佐賀女子短期大学付属佐賀
女子高等学校１年〔佐賀県〕

原山　悠
大分県立竹田高等学校
２年〔竹田市〕

寺山　昌旺
石川県立金沢辰巳丘高
等学校３年

伊藤　美心
出雲北陵高等学校１年
〔島根県〕

森　雄飛
青雲高等学校２年〔長
崎県〕

第70回 瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

歴史を重ねて
ついに 70回

【瀧廉太郎賞】

　ウィーン留学助成　１位 60万円
　　　　　　　　　　２位 40万円
【文部科学大臣奨励賞】
【ライプツィヒ賞】

市
民
と
と
も
育
ん
だ
70
年

　
今
回
は
、
第
70
回
記
念
事
業
と

し
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
々
木
典

子
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
の
都
〝
ウ
ィ
ー
ン
〞
へ
と
続

く
道
」
を
開
催
し
ま
す
。
佐
々
木
さ

ん
は
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
後
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ

ム
芸
術
大
学
オ
ペ
ラ
科
を
首
席
で

修
了
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
オ
ペ
ラ
研
修
所
を
経
て
、
同
歌

劇
場
に
て
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
ウ
ィ
ー
ン
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
劇
場
で
数
多
く
出
演
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
現
役
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
と

も
に
、
東
京
藝
術
大
学
教
授
と
し
て

若
き
声
楽
家
の
育
成
に
も
力
を
注

が
れ
て
い
ま
す
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
員
を
第
68
回
大
会
か
ら
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
本
人
も
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
で
も
あ
り
ま

す
。
世
界
で
認
め
ら
れ
た
歌
声
を
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
長
野
県
中
野

市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
そ
し
て
竹
田

市
の
３
市
に
よ
り
「
音
楽
姉
妹
都
市

協
定
」
を
締
結
し
て
、
来
年
１
月
で

50
年
を
迎
え
、
今
年
度
は
50
周
年
の

記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
70
回
を
迎

え
る
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
記
念
と
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
、
仙
台
市
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
歌
手
の
方
々

に
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
終
日
、
そ
の
歌

声
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
開
催
し
て
い

る
コ
ン
ク
ー
ル
終
了
後
の
「
瀧
廉
太

郎
記
念
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
出
場
者
の
皆
さ
ま
の
、
コ
ン

ク
ー
ル
と
は
ま
た
違
っ
た
歌
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ

て
は
竹
田
市
で
の
思
い
出
づ
く
り
の

も
う
１
つ
の
「
ス
テ
ー
ジ
」
で
す
。

　
竹
田
市
に
お
い
て
大
切
に
育
ま
れ

て
き
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年
も

１
つ
歴
史
を
積
み
重
ね
ま
す
。
そ
の

１
ペ
ー
ジ
に
輝
く
瞬
間
を
会
場
で
見

届
け
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
ど
な

た
で
も
ご
鑑
賞
で
き
、
入
場
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ
る
っ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

事
務
局
（
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
）☎
63-

４
８
１
７

10月1414㈮日 17：00～
開会式・第70回記念事業・
歓迎レセプション 15㈯日 13：00～

予選

16㈰日 11：00～
本選・コンクール審査発表

後　援 文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人 全国高等学校文化連盟・公益社団法人 ツーリズムおおいた・毎日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社・
朝日新聞社・大分合同新聞社・NHK大分放送局・OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送・エフエム大分・ANA 全日空・竹田商工会議所・竹田ロータリークラブ・
竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・特定非営利活動法人 竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・特定非営利活動法人 大分県芸術文化振興会議

会場　久住公民館くじゅうサンホール
　　　  竹田市久住町大字久住 6154（☎0974-76-0717）
主催：竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会

入場

※コンクール出場者一覧は市報から抜き出し、開いてからご覧ください。（秘書広報係）

無料

第70回記念公演
佐々木典子トークコンサート
「音楽の都“ウィーン”へ
  と続く道」（ピアノ・浜川  潮）

日時　10月14日㈮　17:40～
会場　久住公民館くじゅうサンホール
入場料　無　料

　コンクール出身で審査員を務める佐々
木さんのトークコンサートをお楽しみく
ださい。

しお  や　り　な

なか  い

か　え



2016年（平成28年）

『グレートジャーニー
映画会と関野吉晴さん
トークショーの会』

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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・【歴史資料館】秋季企画展「竹田の
山城入門－中世山城から近世岡城
まで－」 ～11／27㈰
・第77回大分県畜産共進会〔肉牛の
部〕10:00～ 表彰式・肉牛せり（㈱大
分県畜産公社〔豊後大野市犬飼町〕）
・第13回久住文化協会発表会【展示・
対局部門】10：00～【ステージ出演
部門】13：00～（久住公民館くじゅう
サンホール、機能回復訓練室ほか）

・学校法人稲葉学園竹田南高
等学校 学校創立100周年記
念式典10:00-11:30（竹田南
高等学校体育館）
・城原神社秋季大祭前夜祭
「夜神楽」17:30～

・第70回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール開
会式、第70回記念事業佐々
木典子トークコンサート17:00
～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・第77回大分県畜産共進会〔種畜の
部　肉用牛の部〕 審査開始 9:00～
（別府市野口原 別府公園文化ゾー
ン）
・上浦東雲小学校と荻小の稲刈り交流
10:30～（西福寺公民館・荻町西福
寺の田んぼ）
・第70回瀧廉太郎記念全日本高等学
校声楽コンクール予選 13:00～（久
住公民館くじゅうサンホール）

・【第23回全国山城サミットin竹
田】国指定史跡岡城跡現地見
学会（岡城跡・14:00-16:00）、八
幡山縁日楽市楽座（竹田市街
地・11:00-15:00）、キリシタン遺
物展・イコン画展（竹田創生館・
9:00-17:00）、DRUM TAO 岡城
ライブ（岡城跡・18:00～）

・【総合健診】8:00-10:00（竹田市総合
社会福祉センター）
・第26回自治会対抗ミニバレーボール
大会 9：00～開会（久住総合体育館）
・久住高原まつり・久住高原牛肉まつ
り10:00-15:00（久住南登山口特設
会場〔星ふる館隣〕）
・全国一斉！法務局休日相談所
10:00-16:00※予約制、相談無料（大
分県地方法務局竹田支局）
問☎62-2315

・「荻の里温泉」休館日
・第10回竹田市農業委員会総
会13:30～（竹田市本庁舎３
階委員会室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日 ・竹田温泉「花水月」休館日

・ジャパンマンモグラフィーサン
デー（J.M.S）※日曜日に乳がん検
査を受けられる日です。
10:00-12:00（大久保病院）※要予
約 ☎64-7777
・第70回瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール本選・表彰式
11:00～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・【水琴館】竹田豊後南画愛好会「豊後
南画名品展」（～10/23まで）
・おはなしのへや
10:30-11:00（竹田市立図書館えほ
んのへや）
・法の日週間行事「成年後見制度説明
会」13:30-15:30 ※13:00～受付（大
分地方・家庭裁判所）問大分地方・
家庭裁判所事務局総務課庶務係 ☎
097-532-7161（内線612）

・「荻の里温泉」休館日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第77回大分県畜産共進会〔乳
用牛の部〕 審査開始 9：30～
（みどりの王国〔大分市廻栖
野〕）
・平成28年度交通事故相談所
巡回相談
10:00-15:00（豊肥振興局）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）
・離乳食教室（午前）
・大分県行政書士会無料相談会
13:00-16:00（大分県行政書士会〔大
分市〕）問大分県行政書士会事務局 
☎097-537-7089

・第８回川端康成記念講演会「日
本人の底力」14:30-16:30〔講師〕
矢野大和氏（大分県立竹田高校
体育館）
・【子牛市場】9：30セリ開始（豊後
豊肥家畜市場）
・おはなしのへや
10:30-11：00（竹田市立図書館え
ほんのへや）

・【臨時休館】竹田市立図書館
・【水琴館】第31回竹田市美術
展（～10/16まで）
・こころの健康相談
13:30-15:30（直入支所）※要
予約 ☎63-3346

・史跡岡城跡便益施設 竣工式
9:00-12:00（岡城三の丸跡） 
・ 陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健康診査（午
後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・第４回山城めぐり
入田分館8:30集合※参加費
500円（津賀牟礼城・入田地
区）問岡の里事業実行委員会 
☎62-4100
 ・５歳児健康診査（午後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始（豊後豊肥家
畜市場）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・人権学習学級「里親制度について」
15:00～〔講師〕谷本幸子さん（中央児童
相談所）（竹田市本庁舎３階会議室）※
どなたでも参加可。受講希望者は事前
にご連絡ください 問竹田市教育委員会
生涯学習課 ☎63-4817

・「直入愛育会結成20周年記念式典」及び
「第19回愛育まつり」8:00-13:00（竹田市
直入中央グラウンド・直入公民館）
・第13回由学館セミナー「豊後岡藩と刀
剣」14:00～ ※入場無料 ①「豊後刀の歴
史から見る豊後国の変遷」〔講師〕中原
信夫氏（刀剣研究家）②「蘇る名刀『蛍
丸』〔講師〕興侶房興氏（蛍丸伝説プロ
ジェクト刀匠） 問竹田市文化財課 ☎
63-4818（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・大分県行政書士会豊肥支部 
「無料相談会」
10:00-15:00（竹田市総合社
会福祉センター）
問大分県行政書士会豊肥支
部 ☎63-3280

・白丹温泉館祭り13:30-18:00（予
定）（白丹温泉館周辺）
・白丹公民館祭り11:00-17:00（予
定）（白丹公民館）
・竹田“食楽”バル 16 :00～（チ
ケット３枚１組 前売り2,500円、
当日2,800円）問竹田商工会議
所 ☎63-3161

・竹田温泉「花水月」休館日

・郷土の自然に親しみ植物を
観察する会「秋の烏屋城跡登
山道沿いの観察」市役所 8:00
集合 ※２
・平成28年度「観月祭」15:30～
（深田光霊記念 詩聲館）

・第59回荻地域体育祭
9:00～（荻小グラウンド）

・【第23回全国山城サミットin竹田】全
国山城サミットin竹田（竹田高等学
校体育館・12:40-17:00）、キリシタン
遺物展・イコン画展（竹田創生館・
9:00-17:00）
・無料調停相談
10:00-15:00 ※秘密厳守、相談料無
料（久住公民館くじゅうサンホール）
問竹田調停協会 ☎63-2040

・竹田“食楽”バル
16:00～（チケット３枚１組 
前売り2,500円、当日2,800円）
問竹田商工会議所☎63-3161
（30日は希望店のみ）

・【水琴館】大分県美術協会写真
展巡回展（～11/６まで）
・おはなしのへや 10:30-11：00
（竹田市立図書館えほんのへ
や）
・こころの健康相談 13:30-15:30 
（竹田市総合社会福祉セン
ター）※要予約 ☎63-3346

・【納期限】
市県民税（３期）、国民健康保
険税（７期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料（４期）
・障がい児・障がい者家族交流
会13：30-15:30（竹田市高齢
者いきいき交流センター）

竹 田 市 の　 こ よ み 10月たけたん情報

大人はもちろん特に小・
中高生に、関野さんのお
話を聞き、映画を通じて
“大海原の旅” を疑似体
験してもらうことで、今
後の人生で困難にぶつ
かった時に思い出して前
に進む力になることを期
待しています。

日　時　10月26日㈬ 
17:00 ～ 21:00
（予定）

会　場　竹田市総合社会
福祉センター多
目的ホール（市
役所隣り）

　　　　※小さなお子様
連れの方用に
部屋を用意

入場料　無　料

●お問い合せ
　実行委員会事務局
　（城下町交流館「集」内）
　☎63-0133

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

竹田温泉「花水月」
月の湯・花の湯
開館15周年記念特別価格！
 11月１日㈫～３日㈭まで
入浴料　市内・市外 大人・子ども 100円（共通）
営業時間　11:00～22:00（最終受付は21:30）
※11月３日㈭は祝日のため、通常どおり
営業いたします。

問竹田温泉「花水月」☎64-1126

  11月15日㈫まで
  改修工事中です
　竹田市荻支所では、地震による改修
工事が９月15日から始まりました。市民
の皆様にはご不便、ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いいたします。

ジャパンラグビートップリーグ
キヤノンイーグルス vs 神戸製鋼コベルコスティーラーズ
ラグビーワールドカップ2019大分開催の成功に向け、大分のラグビー
を盛り上げていきましょう。
開催日　10月16日㈰　13:00キックオフ
場　所　大分スポーツ公園　大分銀行ドーム
チケット…チケットぴあ、コンビニエンスストア等で販売中
詳しくは、大分県ラグビーフットボール協会（☎050-3786-2019）へ
問大分県企画振興部芸術文化スポーツ局　国際スポーツ誘致・推進室
　☎097-506-2082

◆2016年11月上旬の主な予定
　 1 日㈫　・白水の滝「源流の碑」再興式 10:00 ～ （荻町陽目・白水の滝）
　 3 日㈭　・ 第11回トマト天国inおぎ・第37回荻ふるさと祭り 9:00 ～（荻福祉健康エリア）
　　　　　・ 竹田市功労者表彰 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
 　5 日㈯　・竹田市福祉大会 8:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
　　　　　・第44回荻地域男子バレーボール大会 13:00 ～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
　　　　　・きらめくわたしのファッションショー in竹田 15:00 ～（直入公民館）
 　6 日㈰　・第25回Ｂ＆Ｇ会長杯争奪直入地域バレーボール大会 9:00～開会（直入Ｂ＆Ｇ体育館）
　　　　　・第49回荻地域女子バレーボール大会 9:00 ～（緑ヶ丘中学校体育館ほか）
　　　　　・第２回ウェイクケーブル 全日本選手権大会 10:00～（長湯ダム湖・ウェイクケーブルパーク）

　竹田高校生徒のほかに、一般参加者も募集しています。聴講料は無料ですが、席
に限りがありますので講演会前日までにお電話でのご予約をお願いします。座席に
空きがある場合は、当日の飛び込みも可能です。

　日　時　10月11日㈫　14:30～16:30（開場14:00～）
　場　所　大分県立竹田高等学校体育館　※駐車場は旧竹田小学校跡地をご利用ください。
●お問い合せ　竹田市企画情報課エコミュージアム推進室　☎63-4801（直通）

体育の日

竹田
・10月７日・21日㈮
　13:30～15:30（古町商栄会）

荻
・10月11日・25日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・10月11日㈫・27日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・10月14日・28日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・10月６日・13日㈭
　13:00～15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・10月12日㈬
　13:00～15:00（入田分館）
・10月18日㈫
　13:00～15:00（嫗岳分館）
・10月26日㈬
　13:00～15:00（宮砥分館）

今月のよりそいカフェ

月
間
・
そ
の
他

○悩まず　どんとこい労働相談
　10／１㈯～７㈮ 問大分県労働委
員会事務局 ☎097-536-3650
○間伐推進強化月間（10／1㈯～11
／30㈬）
○全国漁船安全操業推進月間
○土地の日・土地月間
○都市緑化月間
○薬と健康の週間（10／17㈪～23
㈰）

第８回 川端康成記念講演会

演  題「日本人の底力」
講  師　 矢野　大和 氏（鷹鳥屋神社宮司・佐伯市宇目）

一般参加者を
募集します!!

荻支所玄関ホール
★
人
権
な
ん
で
も
困
り
ご
と
相
談
所
（
無
料
）
毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
会
場
・
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局
内
）
問
☎
62ｰ

２
３
１
５

★
竹
田
市
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
生
募
集
! 

受
講
料
・
２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
／
11
月
10
日
締
切  

問
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
63ｰ

１
５
４
４
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第27回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

10／１㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

10／２㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

10／８㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

10／９㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）
10／10㈪ 豊後大野市民病院（緒方町）

10／15㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

10／16㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

10／22㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

10／23㈰ みやわき小児科（三重町）

10／29㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、
竹田市立こども診療所

10／30㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

問�みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号
10/ 2㈰ 長湯ごとう歯科 〔直入〕 ☎75-3001 
10/ 9㈰ 竹田市荻歯科診療所 〔荻〕 ☎68-3263 
10/10㈪ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 ☎62-2400
10/16㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 〔久住〕 ☎76-0008
10/23㈰ 歯科筑紫医院 〔久住〕 ☎76-0024
10/30㈰ 竹田市荻歯科診療所 〔荻〕 ☎68-3263 

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

10月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 17㈪ 道全内科 ☎63-2270 
２㈰ 大久保病院 ☎64-7777 18㈫ 志賀内科 ☎63-2083 
３㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈬ 秦医院 ☎63-2246 
４㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 
５㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 21㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
６㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 22㈯ 大久保病院 ☎64-7777
７㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 23㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
８㈯ 大久保病院 ☎64-7777 24㈪ 道全内科 ☎63-2270 
９㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈫ 志賀内科 ☎63-2083 
10㈪ 大久保病院 ☎64-7777 26㈬ 道全内科 ☎63-2270 
11㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
12㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈮ 古島眼科 ☎63-2407
13㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 29㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
14㈮ 柚須医院 ☎63-2016 30㈰ 大久保病院 ☎64-7777 
15㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 31㈪ 道全内科 ☎63-2270
16㈰ 大久保病院 ☎64-7777

　竹田市消防署（☎ 63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。 
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

こ
の
時
期
、
咳
が
出
ま
せ
ん
か
？

　

秋
口
、
ま
わ
り
で
咳
を
し
て
い
る

人
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た

自
身
も
、
ま
た
、
お
子
さ
ん
も
咳
を

し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

秋
は
、
咳
を
ひ
ど
く
す
る
ウ
イ
ル

ス
が
増
え
ま
す
。
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
風
邪
ウ
イ
ル
ス
や
、
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
を
呼
吸
困

難
に
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
。
ま
た
、
少

し
前
に
、
私
が
担
当
理
事
と
し
て
日

本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
で
全
国

調
査
し
、
全
国
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
エ
ン
テ
ロ

ウ
イ
ル
ス
Ｄ
68
も
そ
の
1
つ
で
す
。

さ
ら
に
今
年
は
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
と

い
う
肺
炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
も

流
行
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
、
咳

が
出
る
の
は
こ
の
時
期
だ
け
じ
ゃ
な

い
っ
て
人
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ

ね
。
次
の
5
点
に
当
て
は
ま
ら
な
い

か
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
①
季

節
の
変
わ
り
目
に
咳
が
出
る
。
②
花

火
、
た
ば
こ
、
お
線
香
の
煙
が
漂
う

場
所
で
咳
が
出
る
。
③
台
風
の
前
後

で
咳
が
出
る
。
④
運
動
す
る
と
咳
が

出
る
。
⑤
毎
月
、
お
薬
が
必
要
な
咳

が
出
る
。

　

1
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

気
管
支
に
慢
性
の
炎
症
（
た
だ
れ
）

が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
管

支
が
過
敏
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他

の
人
が
反
応
し
な
い
よ
う
な
刺
激
で

も
咳
が
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
多
く
は
鼻

炎
体
質
（
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ

ま
り
し
や
す
い
）
を
併
せ
も
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
気
管
支

の
た
だ
れ
が
長
く
続
く
と
、
気
管
支

が
狭
く
な
っ
て
、
痰
で
窒
息
し
や
す

い
状
態
に
進
行
し
ま
す
。
さ
ら
に
長

期
間
、
放
置
し
て
い
る
と
、
そ
の
後

に
、
ど
ん
な
強
い
治
療
を
し
て
も
、

狭
く
な
っ
た
気
管
支
は
も
と
に
戻
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　

早
い
う
ち
に
、
そ
し
て
可
能
な
ら

ば
大
人
に
な
っ
て
難
渋
す
る
よ
り

も
、
子
ど
も
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な

体
質
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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aketa  Information

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

入
館
料　

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

　
　
　
　

小
中
学
生
無
料

⃝

秋
季
企
画
展

「
竹
田
の
山
城
入
門
︱
中
世
山
城
か

ら
近
世
岡
城
ま
で
︱
」

11
月
27
日
㈰
ま
で

　

竹
田
市
に
所
在
す
る
山
城
に
つ
い

て
解
説
す
る
「
入
門
編
」
で
す
。
市

所
蔵
の
岡
城
に
関
す
る
絵
図
群
を
公

開
す
る
他
、
豊
薩
戦
争
の
最
前
線
と

な
っ
た
志
賀
・
入
田
・
朽
網
・
田
北

氏
ら
「
南
郡
衆
」
の
山
城
も
紹
介
し

ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

※�

展
示
予
定
が
無
い
場
合
は
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
館
料　

無　

料

⃝

第
31
回
竹
田
市
美
術
展

10
月
４
日
㈫
～
16
日
㈰

　

竹
田
市
美
術
協
会
の
会
員
を
中
心

と
し
た
芸
術
を
愛
す
る
市
民
の
皆
様

に
よ
る
絵
画
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

⃝
竹
田
豊
後
南
画
愛
好
会
「
豊
後
南

画
名
品
展
」

10
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

　

竹
田
豊
後
南
画
愛
好
会
の
会
員
が

所
蔵
す
る
豊
後
南
画
の
名
品
（
田
能

村
直
入
、
田
近
竹
邨
、
草
刈
樵
谷
等
）

を
展
示
し
ま
す
。

⃝

大
分
県
美
術
協
会
写
真
展
巡
回
展

10
月
25
日
㈫
～
11
月
６
日
㈰

　

大
分
県
美
術
協
会
写
真
展
に
入
賞

し
た
優
秀
作
品
（
招
待
・
会
員
・
一

般
）
を
展
示
す
る
巡
回
展
で
す
。

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

【
第
１
部
】
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

日
時　

11
月
５
日
㈯　

午
後
２
時
15

分
～
午
後
４
時
15
分

場
所　

万
象
の
湯　

リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
「
ル
カ
ス
」

【
第
２
部
】
ド
イ
ツ
か
ら
学
ん
だ
温

泉
療
養
と
入
浴
体
験

時
間　

午
後
４
時
～
午
後
５
時
40
分

場
所　

万
象
の
湯
（
久
住
の
間
＆
大

浴
場
）
※
参
加
無
料

【
第
３
部
】
懇
親
会

時
間　

午
後
５
時
45
分
～
午
後
７
時

45
分

場
所　

万
象
の
湯　

薬
膳
バ
イ
キ
ン

グ
棟

参
加
費　

２
千
円

★
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
募
集

種
目　

①
日
本
語　

５
分
以
内　

テ
ー
マ
「
ド
イ
ツ
の
魅
力
」（
採
点

方
法 

「
内
容
」「
表
現
方
法
・
声
の

強
調
」「
顔
表
情
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」）、

②
ド
イ
ツ
語　

３
分
以
内　

テ
ー
マ

「
自
由
」（
採
点
方
法
「
発
音
」
が

メ
イ
ン
、「
表
現
方
法
・
声
の
強
調
」

「
顔
表
情
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」）

申
込
期
限　

10
月
14
日
㈮　

午
後

５
時

※�

申
込
み
時
ま
で
に
ス
ピ
ー
チ
の
タ
イ
ト

ル
を
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

主
催　

大
分
日
独
協
会
、
竹
田
市

問 

竹
田
市
国
際
観
光
案
内
所 

☎
０

９
７
４－

63－

４
８
０
７

koryu@
city.taketa.oita.jp　

（
国
際
交
流
員 

レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

　

自
家
用
車
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
少
な
く
す
る
方
法
を
学
ぶ

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
開
会

場
所　

市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

内
容　

①
通
常
運
転
に
よ
る
走
行

（
約
５
㎞
の
一
般
道
の
ル
ー
ト
）

②
座
学
講
義

③�

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
走
行
（
①

と
同
じ
ル
ー
ト
）

④�

走
行
デ
ー
タ
の
解
析
・
検
証
・
発

表
申
込
締
切　

10
月
26
日
㈬

※�

先
着
20
名
様
の
み
。
参
加
費
は
無

料
。
な
お
、
受
講
者
の
自
動
車
に

測
定
機
器
を
付
け
、
実
際
に
一
般

道
を
走
行
し
ま
す
。

問
・　

 

竹
田
市
環
境
衛
生
課　

☎

63－

４
８
２
１

歴
史
資
料
館�

☎
63

－

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

「
ド
イ
ツ
の
魅
力 

ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
「
温
泉
知
識
・

入
浴
体
験
」

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

申

↑ 西遊雑記に描かれた岡城
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たけたん情報

年　

金

　

海
外
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た

時
は
、
国
民
年
金
は
強
制
加
入
被
保

険
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
日
本

国
籍
の
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
、
国
内
に

い
る
親
族
等
の
協
力
者
が
ご
本
人
の

か
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、
日
本
国

内
に
開
設
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
任
意
加
入
被
保
険
者
も
将

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
海
外
の
大

学
等
に
留
学
し
た
場
合
に
は
学
生
納

付
特
例
制
度
（
学
生
の
方
で
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
制
度
）
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
任
意
加
入
被
保
険
者
も

国
内
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

同
様
、
受
給
要
件
を
満
た
し
た
場

合
、
保
険
料
納
付
済
期
間
に
応
じ
た

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
任
意
加
入
し
て
も
保
険

料
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
任
意
加
入
し
た
う
え
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
海
外
在
住

期
間
に
死
亡
し
た
と
き
や
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
遺
族
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　

冠
婚
葬
祭
互
助
会
に
、
毎
月
３
千

円
の
80
回
払
い
で
積
立
を
し
て
い

た
。
満
期
に
な
っ
た
の
で
積
み
立
て

た
24
万
円
を
解
約
し
よ
う
と
し
た
ら

「
解
約
手
数
料
３
万
５
千
円
を
差
し

引
い
た
金
額
し
か
戻
ら
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。
訪
問
販
売
で
契
約
し
た

が
、「
勧
誘
の
と
き
解
約
手
数
料
の

説
明
を
受
け
た
覚
え
は
な
い
」
と

い
っ
た
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
互
助
会
と
は
、
一
定
の

掛
け
金
を
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
毎

月
支
払
い
、
貯
ま
っ
た
金
額
を
結
婚

式
や
葬
儀
の
際
の
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

一
部
に
充
当
し
て
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
の
仕
組
み
で
す
。
預
金
と
違
い

利
息
は
付
か
ず
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
せ
ず
に
解
約
す
る
場
合
に
は

解
約
手
数
料
が
差
し
引
か
れ
る
た

め
、
積
立
金
額
よ
り
少
な
い
金
額
し

か
返
金
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
契
約
す
る
際
は
、
結
婚
式
や

葬
儀
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
を

よ
く
検
討
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63－

４
８

３
４
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
・
平
日
の
み
）

／
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）　

☎
０
９

７－

５
３
４－

０
９
９
９

月　

間

　

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
土
地
施
策
に
対
す
る
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間

以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

①�

届
出
者
は
…
土
地
の
取
得
者
（
買

主
）

②
届
出
の
必
要
な
土
地
と
は
…

・
市
街
化
区
域 

２
０
０
０
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

　

区
域 

５
０
０
０
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域 

１
万
㎡
以
上

③�

届
出
の
必
要
な
取
引
と
は
…
売

買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担

保
、
共
有
持
分
の
譲
渡
等
（
こ
れ

ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合
も

含
む
）

④�

届
出
書
類
は
… 

届
出
書
、
契
約

書
の
写
し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況

図
、
形
状
図
（
字
図
等
）
を
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
の
国
土
法
担

当
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
届 

竹
田
市
企
画
情
報
課　

エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室　

☎
63

－

４

８
０
１

大
分
県
農
林
水
産
祭
の
お
知
ら
せ

農
・
林
業
部
門

「
第
40
回
大
分
県
農
業
祭
」「
第
39

回
木
と
暮
ら
し
の
フ
ェ
ア
」

開
催
日
時　

10
月
15
日
㈯　

午
後
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
／
10
月

16
日
㈰　

午
後
９
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場
所　

別
府
公
園
（
別
府
市
）

内
容　

ふ
る
さ
と
産
直
・
地
域
の
と

れ
た
て
市
、
ふ
る
さ
と
の
味
レ
ス
ト

ラ
ン
、
畜
産
フ
ェ
ス
タ
、
大
分
ふ
る

さ
と
グ
ル
メ
館
、
親
子
木
工
教
室
、

緑
化
木
無
償
配
布
、
花
・
植
木
の

コ
ー
ナ
ー
等

国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
手
続
き

（
日
本
の
年
金
制
度
へ
の
継
続
加
入
）

相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
積
立
は
契

約
内
容
を
よ
く
確
認
！

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

「
お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
し
ま
す
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aketa  Information

水
産
部
門

「
第
35
回
大
分
県
水
産
振
興
祭
」

開
催
日
時　

10
月
22
日
㈯
午
後
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
／
10
月
23

日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

亀
川
漁
港
（
別
府
市
）

内
容　

産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
浜
の

母
ち
ゃ
ん
の
味
コ
ー
ナ
ー
、
さ
か
な

の
つ
か
み
ど
り

同
時
開
催
行
事

Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

10
月
15
日
㈯

問 

大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
大
分
県
農
林
水
産
部　

地
域
農
業
振
興
課
）
☎
０
９
７－

５

０
６－

３
５
８
２
／
水
産
部
門
（
大

分
県
農
林
水
産
部
漁
業
管
理
課
）
☎

０
９
７－

５
０
６－

３
９
１
４

福　

祉

開
催
日
時　

12
月
３
日
㈯
〔
午
前
の

部
〕
午
前
10
時
～
正
午
（
午
前
９
時

開
場
）〔
午
後
の
部
〕
午
後
２
時
～

午
後
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

開
催
場
所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

出
演
時
間　

舞
踊
５
分
以
内
、
寸
劇

15
分
以
内
、
古
典
芸
能
は
10
分
以

内
、
そ
の
他
は
５
分
以
内
（
カ
ラ
オ

ケ
は
不
可
）

出
演
資
格　

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と

し
、
危
険
を
伴
う
内
容
、
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
団
体

出
演
は
１
団
体
１
演
目
、
舞
踊
は
１

会
派
１
演
目
と
し
、
指
導
免
許
を
有

す
る
者
が
必
ず
出
演
す
る
こ
と
。
ま

た
、
1
会
派
1
団
体
の
条
件
に
一
人

一
演
目
の
出
演
と
な
る
こ
と
。

＊�
出
演
者
の
諸
経
費
、
出
演
料
、
交

通
費
、
出
演
に
必
要
な
諸
経
費
及

び
物
品
な
ど
は
、
す
べ
て
出
演
者

側
で
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
届 

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課　

☎
63－
１
５
４
４ 

ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
〔
荻
〕

☎
68－
３
０
５
０
〔
久
住
〕
☎
64－

３

８
２
３
〔
直
入
〕
☎
75－

２
２
１
６

日
時　

11
月
17
日
㈭

・�

肢
体
不
自
由
〔
問
診
〕
午
前
11
時

30
分
～
〔
診
察
〕
正
午
～

・
聴
覚
〔
問
診
・
検
査
〕
正
午
～

〔
診
察
〕
午
後
１
時
30
分
～

※�

予
約
制
の
た
め
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
電
話
に
て
お
申
込
み
が
必
要

で
す
。

※�

聴
覚
の
診
察
は
、
正
午
か
ら
行
う
検
査

に
て
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
が
受
診
し

ま
す
。

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
容　

①
対
象
者　

大
分
県
内
の

市
町
村
に
居
住
地
の
あ
る
方
、
新
た

に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
い
方
、
ま
た
は
既
に
所
持
し
て
い

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
を
変
更

し
た
い
方
、
補
装
具
費
の
支
給
を
受

け
た
い
方
（
義
肢
・
車
い
す
・
装

具
・
補
聴
器
な
ど
）、
補
装
具
が
、

処
方
ど
お
り
製
作
及
び
調
整
さ
れ
て

い
る
か
等
を
確
認
す
る
補
装
具
適
合

判
定
を
受
け
た
い
方
、
そ
の
他
、
身

体
障
が
い
者
福
祉
に
係
る
各
種
制
度

等
の
相
談
を
し
た
い
方

②
診
察
科
目

・�

肢
体
不
自
由　

大
分
大
学
医
学
部

附
属
病
院　

池
田
真
一
医
師

・�
聴
覚
障
が
い　

須
小
耳
鼻
咽
喉
科

医
院　

須
小
毅
医
師

※�

担
当
医
師
は
、
当
日
の
都
合
に
よ
り
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪
ま
で

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　

☎
63－

４
８
１
１

　

弁
護
士
が
専
門
的
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
㈫　

午
後
１
時
～

午
後
４
時
（
相
談
時
間
は
１
人
に
つ

き
30
分
程
度
）

場
所　

竹
田
市
本
庁
舎
１
階
相
談
室

（
社
会
福
祉
課
前
）

対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

申
込　

事
前
に
予
約
が
必
要
。
予
約

の
際
に
相
談
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な

聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

問
・　

 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

子
育

て
支
援
係　

☎
63－

４
８
１
１

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭

や
妊
娠
中
の
方
が
応
援
店
で
パ
ス

ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、
乳
幼
児
連

れ
の
外
出
支
援
や
割
引
な
ど
、
応
援

店
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
未

来
課 

☎
０
９
７－

５
０
６－

２
７
１
２

健　

康

　

竹
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
小
児
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
行
政
措
置
予
防
接

種
と
し
て
独
自
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
定
期
予
防

接
種
に
移
行
し
ま
す
。

第
12
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
出
演
者
募
集

身
体
障
が
い
者
（
聴
覚
・
肢
体

不
自
由
）
巡
回
相
談
会
〔
無
料
〕

「
ひ
と
り
親
家
庭
」
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

申
お
お
い
た
子
育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

小
児
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
予
防
接
種
に
変
わ
り
ま
す

中九州横断道路
10月24日㈪～29日㈯の間
「夜間通行止め」

の規制を行います
　中九州横断道路の橋や標識の点検、補修作業
に伴い、通行規制を行います。大変ご迷惑をお
かけしますがご理解とご協力をお願いします。

【規制区間】中九州横断道路（大野IC ～朝地IC）
【予定期間】10月24日㈪～ 29日㈯
【規制内容】夜間通行止め
【規制時間】午後９時～翌朝６時（土日を除く）
【う　回　路】県道57号線、三重野津原線
　※�詳細は佐伯河川国道事務所のホームページ
をご確認ください。

●お問い合せ
　国土交通省佐伯河川国道事務所 道路管理課
　☎0972-22-1880
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たけたん情報

　

定
期
予
防
接
種
に
か
わ
る
こ
と
で

平
成
28
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
は
、
平
成
29
年
９
月
30

日
ま
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課　

☎
63－

４

８
１
０

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
、
紹
介
状
な

し
で
大
病
院
（
県
内
で
は
大
分
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
大
分
県
立
病
院

な
ど
特
定
機
能
病
院
・
一
般
病
床
５

０
０
床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病

院
）
を
受
診
し
た
場
合
初
診
料
と
は

別
に
５
０
０
０
円
以
上
（
再
診
で
は

２
５
０
０
円
以
上
）
の
定
額
を
、
患

者
が
負
担
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
相
談
な

ど
に
応
じ
て
も
ら
え
る
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

①
60
歳
～
64
歳
の
方
で
心

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
等
に
よ
り

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

方
、
②
65
歳
以
上
の
方
、
③
上
記
に

該
当
し
な
い
竹
田
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者

期
間　

10
月
１
日
㈯
～
平
成
29
年
１

月
31
日
㈫

助
成
金
額　

①
、
②
の
方
は
２
４
０

０
円
、
③
の
方
は
１
０
０
０
円

＊�

詳
し
く
は
、
今
月
の
班
回
覧
の
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課　

☎
63－

４

８
１
０

税　

金

◎
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
所
有
者
（
登
記
が
あ
る
も
の
は
登

記
名
義
人
）
に
か
か
り
ま
す
。

◎
土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12
月
末

ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
が

な
さ
れ
な
い
場
合
は
前
所
有
者
に
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。

１
．
住
宅
用
地
の
異
動
申
告　

現

在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
住

宅
用
地
）
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
取
り
壊
し
等
で
住
宅
用
地

で
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
新
築
等
で

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

等
、
住
宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
、
市
税
条
例
第
74
条
に
て
届
出

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
の
期
限
は
平
成
29
年
１
月
31
日

㈫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
内
容
は
、
所
有
者
（
住
所
・

氏
名
）・
住
宅
用
地
（
所
在
・
地

積
）・
家
屋
（
所
在
・
所
有
者
・
床

面
積
等
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

土
地
の
異
動

・
土
地
の
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合

　

家
屋
の
異
動

・�

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合

・�

家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
場
合

　

前
記
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
法
務
局
に
て
登
記
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問 

竹
田
市
税
務
課
資
産
係　

☎
63－

１
１
１
１
（
内
線
１
２
７
・
１
２

８
・
１
２
９
）

定
期
検
査

　

は
か
り
（
計
量
器
）
を
、
商
品
の

販
売
、
農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、

薬
の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等
に

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と

に
県
知
事
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
竹
田
市
に
お
い
て
は
10

月
12
日
～
19
日
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
の
間
に
定
期
検
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
前
回
の
受
検
者
に
は
会

場
、
日
時
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

は
か
り
を
新
規
に
購
入
さ
れ
た
方
な

ど
で
、
い
ま
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
、
取
引
・
証
明
へ
の
使

用
を
廃
止
さ
れ
た
方
は
10
月
３
日
㈪

ま
で
に
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63－

４

８
０
７

竹
田
市
景
観
創
出
事
業

　

竹
田
市
で
は
、
農
業
景
観
と
調
和

の
と
れ
た
土
地
利
用
を
図
り
な
が

ら
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提

案
す
る
中
で
、
観
光
面
の
経
済
波
及

効
果
を
農
業
へ
と
誘
導
す
る
事
業
を

医
療
費
適
正
化
の
た
め
に
、「
か

か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料

を
助
成
し
ま
す

「
固
定
資
産
税
」
の
申
告
・
届

出
を
お
願
い
し
ま
す

「
は
か
り
（
計
量
器
）」
を
取
引

ま
た
は
証
明
に
お
使
い
の
方
へ

「
九
州
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ
栽
培
へ
の
挑
戦
」

研
究
員
（
実
証
圃
場
・
栽
培
管

理
者
）
募
集
し
ま
す
！
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推
進
し
ま
す
。

　

今
回
、
ビ
ー
ル
の
原
料
で
あ
る

ホ
ッ
プ
の
栽
培
実
証
を
行
う
た
め
に

研
究
会
を
設
立
し
、
実
証
圃
場
の
提

供
及
び
栽
培
管
理
を
行
う
研
究
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

圃
場
を
提
供
、
栽
培
管

理
が
で
き
る
研
究
員
４
名
程
度
（
45

歳
未
満
の
農
業
者
も
し
く
は
法
人
等
）

実
証
圃
場
面
積　

全
体
で
20
ア
ー
ル

程
度
（
研
究
会
で
個
別
の
面
積
を
決

定
し
ま
す
）

　

但
し
、
平
成
29
年
３
月
頃
に
苗
の

植
付
け
が
可
能
な
圃
場

事
業
に
要
す
る
経
費　

棚
設
置
費
、

土
壌
調
査
費
、
資
材
費
、
光
熱
水

費
、
機
械
リ
ー
ス
代
、
圃
場
借
り
上

げ
料
な
ど
は
市
が
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
３
日
～
20
日
ま
で

そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
、

市
、
研
究
会
が
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
・
届 

竹
田
市
農
政
課　

ブ
ラ
ン
ド

推
進
室　

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線

２
６
５
）
Ｆ
Ａ
Ｘ 

63－

３
９
９
０

相　

談

相
談
日　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

な
お
、
上
記
以
外
の
平
日

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

に
つ
い
て
は
法
務
局
員
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。　

場
所　

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

内
（
竹
田
市
大
字
会
々
１
５
２
５
番

地
８
）

相
談
員　

人
権
擁
護
員

問 

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局　

☎
62－

２
３
１
５

※�

相
談
料
は
無
料
、
予
約
は
不
要
で

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
午
後
１
時

か
ら
受
付
）

場
所　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

申
込
方
法　

参
加
を
ご
希
望
の
方

は
、
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係
（
☎
０
９
７－

５

３
２－

７
１
６
１　

内
線
６
１
２
）

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

求
人
情
報

①
畜
産
１
人 

15
・
６
～
20
万
円　

②
法
面
・
土
木
作
業
員
３
人 

18
・

４
～
27
・
６
万
円　

③
作
業
員
１
人 

13
・
２
～
17
・
６
万
円　

④
調
理
補

助
・
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
２
人 

14
～

16
万
円　

⑤
リ
ハ
ビ
リ
助
手
１
人 

13
・
８
万
円　

⑥
土
木
施
工
管
理
技

術
者
１
人 

25
・
３
～
35
・
３
万
円

⑦
農
作
業
員
２
人 

12
・
３
～
14
万

円　

⑧
給
油
所
ス
タ
ッ
フ
１
人 

14
～
17
・
６
万
円　

⑨
調
理
師
（
洋

食
）
１
人 

25
～
30
万
円　

⑩
フ
ロ

ン
ト
係
２
人 

15
万
円　

⑪
ホ
ー

ル
・
厨
房
係
１
人 

14
万
円　

⑫
製

造
ス
タ
ッ
フ
１
人 

17
・
２
～
18
・

２
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）〕

⑬
客
室
清
掃
担
当
３
人 

７
２
０
～

７
５
０
円　

⑭
鮮
魚
担
当
２
人 

７
６
０
円　

⑮
受
付
１
人 

７
５
０
～

８
０
０
円　

⑯
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
担
当
１
人 

９
０
０
～
１
２
０
０

円　

⑰
レ
ジ
・
接
客
係
３
人 

７
５
０

円　

⑱
接
客
・
清
掃
・
雑
務
係
２
人 

８
０
０
～
９
５
０
円　

⑲
袋
詰
め
作

業
員
１
人 

７
２
０
～
７
５
０
円　

⑳

食
事
配
膳
ス
タ
ッ
フ
５
人 

８
０
０

円　

㉑
接
客
・
清
掃
・
雑
務
２
人 

８
０
０
～
９
５
０
円　

㉒
看
護
師
１

人 

１
２
０
０
～
１
５
０
０
円　

㉓

受
付
・
監
視
・
事
務
１
人 

７
５
０

円　

㉔
給
油
所
販
売
員
２
人 

８
０
０
円

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
、
竹

田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

☎

63

－

１
１
０
１

竹
田
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

人
権
な
ん
で
も
困
り
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
！
（
無
料
）

法
の
日
週
間
行
事

成
年
後
見
制
度
説
明
会

「竹田市すこやか子育て応援券」
交付を開始します

　竹田市では、お子さんが生まれたご家庭
の経済的負担の軽減と市内の経済活動の活
性化のため、「竹田市すこやか子育て応援
券」の給付を開始しました。
　この券は「竹田市子育て応援事業」に協
賛いただいた企業で利用できる商品券です。
協賛企業は本市ホームページ等に掲載して
います。

要件等

交　付
対象者

平成 28 年４月１日以降生まれたお子さん
のいるご家庭で、かつ、お子さんの出生前
または６か月以上竹田市に居住しているご
家庭

交付金額 30,000 円（１枚 1,000 円）お釣はでません。
有効期限 対象児の２歳の誕生日の前日まで

※子育て応援事業の協賛企業は随時募集していま
す。子育て応援のために提供いただく独自サービス
の内容は問いません。子育て応援事業への協賛をお
願いします。

問 竹田市社会福祉課子育て支援係
☎63-4811
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
1322-57XAF・ 0422-57LET　

図書館に行こう
月10

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

27 28 2923
30

24
31

25 26

　　が竹田市立図書館の休館日

ぼくたち・私たちの

学び舎

【一般の本】
・危険なビーナス（講談社）　　 
・西一番街ブラックバイトー池袋ウエストゲートパーク12（文藝春秋）

・強父論（文藝春秋） 
・あなたー河野裕子歌集（岩波書店）
・セツローさん（ラトルズ）
・112日間のママ（小学館）
・家庭の医学　第３版ーオールカラー版ー（成美堂出版）
・フリーハンド・レタリングガイドブック（グラフィック社）
・ゲストハウスガイド100（ワニブックス）
・鳴く虫ハンドブックーコオロギ・キリギリスの仲間ー（文一総合出版）

東野　圭吾

石田　衣良
阿川　佐和子
河野　裕子
祥見　知生
清水　健

川名　正敏
ピポン

前田　有佳利

奥山　風太郎

【子どもの本】
のぶみ

キャロル・ヴォーダマンほか
市川　朔久子
松本　祐子
稲葉　茂勝

苅安　望
断面マン

・ママのスマホになりたい（WAVE出版）
・10才からはじめるプログラミング図鑑（創元社）
・小やぎのかんむり（講談社）
・８分音符のプレリュード（小峰書店）
・世界のあいさつことば学（今人舎）
・世界の国旗図鑑　改訂版ー歴史とともに進化する国旗ー（偕成社）

・どうなっているの？だんめん図鑑（小学館）

他　150冊ほど入りました

　人生には特別な一瞬があ
る。特別なものは何もない、
だからこそ、特別なのだとい
う逆説に、わたしたちの日々
のかたちは支えられていると
著者は語っています。

　ありふれた一日をかけがえのない一日にする、なにげ
なく、不思議な時間のことば。小さな真実をひそめる、
一瞬の光景。心に残る詩文集32篇です。

　大分県が誇る絵本作家ユニット・阿部健太郎・
吉岡紗希の２人組ーザキャビンカンパニー、次々
と制作される絵本は子どもたちに大人気です。今
回はまたまた楽しく、おいしい一冊が出来上がり
ました！ケチャップがほしいのはどんな料理？
ホットドッグにオムレツ、スパゲッティ！ぷぷぷ
ぷぷっちゅ～とケチャップをかけると…。

一般の本

子どもの本

「人生の特別な一瞬」
（長田　弘　晶文社）

「ケチャップ
　　　れっしゃ」　

（ザ・キャビンカンパニー　鈴木出版）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　10月13日㈭　14:00～14:30
　（竹田幼稚園）
　10月20日㈭　14:00～14:30
　（南部幼稚園）
○ブックスタート（もぐもぐ教室）
　10月19日㈬　10:00～10:15

10月4日（火）は臨時休館します
　10月４日㈫は新図書館建設に
向けての準備のため臨時休館い
たします。ご迷惑をおかけしま
すがどうぞよろしくお願いいた
します。通常の休館日は毎週月
曜日と第４金曜日（28日）です。

↑直入中学校校長時代
の首藤広基先生

　
冬
の
日
差
し
が
明
る
さ
を
増

す
午
后
、
万
休
寺
の
回
廊
に
三

脚
を
立
て
カ
メ
ラ
を
庭
に
向
け

覗
き
込
む
人
の
姿
が
あ
る
。
本

堂
で
の
勤
め
を
終
え
た
和
尚
が

庫
裏
に
声
を
か
け
る
。「
今
日

は
お
み
え
だ
よ
」。
奥
様
は
、
お

茶
を
用
意
し
て
回
廊
へ
、
ス
ズ

メ
が
気
配
を
感
じ
一
斉
に
飛
び

立
つ
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
、
機

会
を
待
っ
て
た
よ
う
に
。
動
き

や
群
れ
の
配
置
を
捕
ら
え
る
。

　
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
に

竹
田
市
立
南
部
中
学
校
校
長
を

最
後
に
退
職
さ
れ
た
首
藤
広
基

先
生
で
あ
る
。
構
わ
な
い
で
と

言
わ
れ
な
が
ら
、
今
日
は
と
気

に
か
け
る
和
尚
都
留
嶺
芳
先
生

で
、
時
に
は
書
斎
で
話
し
込
む

二
人
で
あ
る
が
、
今
は
冥
界
で

「
久
住
赤
川
の
滝
」
が
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
の
は
、
被
写
体
に

向
き
あ
う
こ
の
よ
う
な
姿
勢
か

ら
で
あ
る
。
県
内
に
埋
も
れ
た

観
光
資
源
を
発
掘
す
る
た
め
県

と
県
観
光
協
会
が
初
め
て
募
集

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

で
あ
る
。
応
募
数
は
２
２
１
か

所
、
３
２
０
点
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
い
る
。

　
日
頃
か
ら
郷
里
久
住
町
の
四

季
を
テ
ー
マ
に
、
周
辺
８
キ
ロ

の
範
囲
を
撮
影
し
続
け
て
い
る

赤
川
温
泉
裏
手
の
滝
は
、
地
元

の
人
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
フ
ィ
ル
ム
３
本
に
収

め
た
の
は
、
昭
和
58
年
11
月
３

日
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
の
光
に

映
え
る
紅
葉
、
色
彩
の
鮮
や
か

さ
と
滝
の
流
水
を
対
比
さ
せ
た

カ
ラ
ー
、
六
ツ
切
り
の
作
品
で

あ
る
。
県
美
展
、
労
美
展
と
連

続
し
て
の
入
選
で
あ
る
。

　
赤
川
は
写
真
愛
好
者
の
撮
影

場
所
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。（

広
田
　
敦
）

「赤川の滝」に光をあてた首藤広基
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↑「そうめん、まだかな？」

↑「みんなと歩くの楽しいな！」

　
県
道
か
ら
少
し
入
り
込
ん
だ
森

の
中
に
あ
る
小
さ
な
園
舎
。
そ
れ
が

直
入
幼
稚
園
で
す
。

　
モ
ミ
ジ
や
銀
杏
の
葉
が
色
付
く

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
園
で
は
木
の
実

拾
い
や
落
ち
葉
あ
そ
び
を
保
育
に

取
り
入
れ
、
直
接
見
た
り
、
聞
い
た

り
、
嗅
い
だ
り
、
味
わ
っ
た
り
、
触

れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
五
感

を
通
し
て
、
体
験
を
積
み
重
ね
て
い

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
中
の
夕
涼
み
会
で
も
体

験
重
視
の
思
い
出
作
り
が
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
地
域
の

方
々
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
そ
う

め
ん
流
し
用
の
竹
の
樋
を
作
成
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
竹
の

香
り
を
感
じ
な
が
ら
、
家
族
や
友
だ

ち
と
に
ぎ
や
か
に
食
べ
る
そ
う
め
ん

の
味
は
格
別
の
よ
う
で
す
。
我
先
に

と
競
う
よ
う
に
そ
う
め
ん
を
食
べ
る

子
ど
も
た
ち
、
う
れ
し
そ
う
に
み
つ

め
る
保
護
者
、
差
し
入
れ
の
料
理
に

話
が
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
親
同
士
に
と
っ
て
も
、

親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
児
た
ち
は
全
員
、
自
力

徒
歩
登
園
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
に
は
、
片
道
約
３
キ
ロ
の
徒
歩
登

園
を
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
登
園

中
に
虫
や
草
花
に
ふ
れ
、
大
事
に
園

ま
で
持
っ
て
く
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
雨
の
日
は
レ

イ
ン
コ
ー
ト
を
着
用
し
、
傘
を
差
し

て
通
常
ど
お
り
徒
歩
登
園
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
登
園
が
継
続

で
き
て
い
る
背
景
に
は
、
家
庭
の
理

解
、
そ
し
て
、
児
童
や
地
域
の
方
々

の
協
力
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
各
地
区
か
ら
小
学
校
ま
で
園
児

を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
小
学
生
。
小

学
校
ま
で
や
っ
て
き
た
園
児
た
ち
に

優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
保
護

者
の
方
々
、
園
児
た
ち
の
安
心
、
安

全
を
願
っ
て
交
通
指
導
を
し
て
く
だ

さ
る
、
お
ま
わ
り
さ
ん
。
園
児
た
ち

は
、
家
庭
や
地
域
の
方
々
の
愛
情
を

た
く
さ
ん
頂
い
て
、
園
の
目
指
す
子

ど
も
像
、『
心
も
体
も
元
気
な
子
』

『
心
豊
か
で
や
さ
し
い
子
』『
意
欲

的
で
粘
り
の
あ
る
子
』
に
日
々
成
長

し
て
い
ま
す
。

（
主
幹
教
諭
　
熊
谷
恵
津
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
直
入
幼
稚
園
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今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
1322-57XAF・ 0422-57LET　

図書館に行こう
月10

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内
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・西一番街ブラックバイトー池袋ウエストゲートパーク12（文藝春秋）

・強父論（文藝春秋） 
・あなたー河野裕子歌集（岩波書店）
・セツローさん（ラトルズ）
・112日間のママ（小学館）
・家庭の医学　第３版ーオールカラー版ー（成美堂出版）
・フリーハンド・レタリングガイドブック（グラフィック社）
・ゲストハウスガイド100（ワニブックス）
・鳴く虫ハンドブックーコオロギ・キリギリスの仲間ー（文一総合出版）

東野　圭吾

石田　衣良
阿川　佐和子
河野　裕子
祥見　知生
清水　健
川名　正敏

ピポン
前田　有佳利

奥山　風太郎

【子どもの本】
のぶみ

キャロル・ヴォーダマンほか
市川　朔久子
松本　祐子
稲葉　茂勝

苅安　望
断面マン

・ママのスマホになりたい（WAVE出版）
・10才からはじめるプログラミング図鑑（創元社）
・小やぎのかんむり（講談社）
・８分音符のプレリュード（小峰書店）
・世界のあいさつことば学（今人舎）
・世界の国旗図鑑　改訂版ー歴史とともに進化する国旗ー（偕成社）

・どうなっているの？だんめん図鑑（小学館）

他　150冊ほど入りました

　人生には特別な一瞬があ
る。特別なものは何もない、
だからこそ、特別なのだとい
う逆説に、わたしたちの日々
のかたちは支えられていると
著者は語っています。

　ありふれた一日をかけがえのない一日にする、なにげ
なく、不思議な時間のことば。小さな真実をひそめる、
一瞬の光景。心に残る詩文集32篇です。

　大分県が誇る絵本作家ユニット・阿部健太郎・
吉岡紗希の２人組ーザキャビンカンパニー、次々
と制作される絵本は子どもたちに大人気です。今
回はまたまた楽しく、おいしい一冊が出来上がり
ました！ケチャップがほしいのはどんな料理？
ホットドッグにオムレツ、スパゲッティ！ぷぷぷ
ぷぷっちゅ～とケチャップをかけると…。

一般の本

子どもの本

「人生の特別な一瞬」
（長田　弘　晶文社）

「ケチャップ
　　　れっしゃ」　

（ザ・キャビンカンパニー　鈴木出版）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　10月13日㈭　14:00～14:30
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○ブックスタート（もぐもぐ教室）
　10月19日㈬　10:00～10:15

10月4日（火）は臨時休館します
　10月４日㈫は新図書館建設に
向けての準備のため臨時休館い
たします。ご迷惑をおかけしま
すがどうぞよろしくお願いいた
します。通常の休館日は毎週月
曜日と第４金曜日（28日）です。

↑直入中学校校長時代
の首藤広基先生
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↑「そうめん、まだかな？」

↑「みんなと歩くの楽しいな！」

　
県
道
か
ら
少
し
入
り
込
ん
だ
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の
中
に
あ
る
小
さ
な
園
舎
。
そ
れ
が

直
入
幼
稚
園
で
す
。

　
モ
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や
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の
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く
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の
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、
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で
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あ
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に
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接
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に
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ま
す
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中
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夕
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会
で
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の
思
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が
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ま
す
。
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者
が
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な
が
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め
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の
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の
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を
作
成
し

ま
す
。
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に
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て
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の
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を
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じ
な
が
ら
、
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族
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だ
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に
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に
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め
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の
味
は
格
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の
よ
う
で
す
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と
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よ
う
に
そ
う
め
ん
を
食
べ
る

子
ど
も
た
ち
、
う
れ
し
そ
う
に
み
つ

め
る
保
護
者
、
差
し
入
れ
の
料
理
に

話
が
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
親
同
士
に
と
っ
て
も
、

親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
児
た
ち
は
全
員
、
自
力

徒
歩
登
園
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
に
は
、
片
道
約
３
キ
ロ
の
徒
歩
登

園
を
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
登
園

中
に
虫
や
草
花
に
ふ
れ
、
大
事
に
園

ま
で
持
っ
て
く
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
雨
の
日
は
レ

イ
ン
コ
ー
ト
を
着
用
し
、
傘
を
差
し

て
通
常
ど
お
り
徒
歩
登
園
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
登
園
が
継
続

で
き
て
い
る
背
景
に
は
、
家
庭
の
理

解
、
そ
し
て
、
児
童
や
地
域
の
方
々

の
協
力
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
各
地
区
か
ら
小
学
校
ま
で
園
児

を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
小
学
生
。
小

学
校
ま
で
や
っ
て
き
た
園
児
た
ち
に

優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
保
護

者
の
方
々
、
園
児
た
ち
の
安
心
、
安

全
を
願
っ
て
交
通
指
導
を
し
て
く
だ

さ
る
、
お
ま
わ
り
さ
ん
。
園
児
た
ち

は
、
家
庭
や
地
域
の
方
々
の
愛
情
を

た
く
さ
ん
頂
い
て
、
園
の
目
指
す
子

ど
も
像
、『
心
も
体
も
元
気
な
子
』

『
心
豊
か
で
や
さ
し
い
子
』『
意
欲

的
で
粘
り
の
あ
る
子
』
に
日
々
成
長

し
て
い
ま
す
。

（
主
幹
教
諭
　
熊
谷
恵
津
子
）

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
直
入
幼
稚
園
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市長コラム
〈第86回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

農　業

↑〔写真左から〕 選択科目で「有機野菜づくり」に励む木村
ゆりさんと並河裕香さん（ともに３年生）

↑全国大会に出場する久住校のみなさん（写真左から
阿南さん、深田さん、大倉さん、田仲さん）

有機農業の学習ができる
農業高校を目指す！

久住校 「オーガニックファーミングプロジェクト」始動

ト
マ
ト 

ほ
か

　「
安
心
い
ち
ば
ん

お
お
い
た
産
農
産
物
」
に
認
証

　
大
分
県
立
三
重
総
合
高
校
久
住

校
は
、
久
住
の
大
自
然
の
も
と
で
、

校
内
に
栽
培
部
門
と
畜
産
部
門
の

農
場
が
集
約
さ
れ
て
い
る
特
徴
を

活
か
し
て
久
住
校
独
自
の
「
有
機
循

環
型
農
業
の
確
立
」
と
、
有
機
農
業

の
学
習
が
で
き
る
全
国
唯
一
の
農
業

高
等
学
校
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
久
住
校
が
取
り
組
む
、
地
域

の
高
校
活
性
化
支
援
事
業
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。

　
今
年
度
の
計
画
は
、
大
分
県
が

実
施
す
る
「
安
心
い
ち
ば
ん
お
お
い

た
産
農
産
物
認
証
制
度
」
に
申
請

し
、
大
分
県
独
自
の
安
全
性
の
基
準

に
基
づ
い
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

と
し
て
の
認
証
の
取
得
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
化
学
肥
料
、
化
学
合
成

農
薬
を
慣
行
栽
培
よ
り
も
「
５
割
」

ま
た
は
「
10
割
」
に
削
減
し
て
栽
培

す
る
農
産
物
で
、
認
証
さ
れ
た
商
品

は「
安
全
、
安
心
な
商
品
」と
し
て
、

消
費
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
８
月
３
日
、
同
校
は
５
割
減
の

「
ば
れ
い
し
ょ
」
と
、
10
割
減
の
「
ト

マ
ト
」（
10
割
減
で
の
認
証
は
県
内

初
）
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

出
荷
に
合
わ
せ
て
、
有
機
農
産
物
を

申
請
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
水
稲
」
や
「
畜
産
」
の

部
門
別
で
も
有
機
農
業
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
木
村
ゆ
り
さ
ん
（
農
業
科
３
年
）

は
「
我
が
校
の
前
例
に
な
い
有
機
農

業
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

た
こ
と
は
光
栄
で
す
。
大
変
だ
っ
た

が
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
育
て
た
野

菜
が
認
証
を
取
得
で
き
て
嬉
し
い
。

素
材
の
ま
ま
の
味
で
、
甘
く
て
お
い

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
場
主
任
の
井
上
勝
彦
先

生
は
「
来
年
度
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

（
農
林
水
産
省
）
を
取
得
し
、
全
国

で
こ
こ
だ
け
の
有
機
循
環
農
業
を

学
ぶ
農
業
高
校
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
30
年
度

に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
拡
大

し
、
将
来
は
有
機
農
業
を
〝
学
校
〞

か
ら
〝
地
域
〞
に
向
け
て
発
信
し
て

い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
久
住
校
の
展
望
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
で
も
久
住
校
だ
け
に
し
か
な

い
「
有
機
循
環
型
農
業
」
の
取
り
組

み
が
確
立
す
れ
ば
、
そ
の
姿
は
地
域

の
活
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
等

が
主
催
し
、
農
業
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
深
め
、
職
業
的
な
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
る
「
第
67
回
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
」（
大
阪
大

会
）、「
農
業
鑑
定
競
技
会
」（
農
業
、

畜
産
ほ
か
８
部
門
）
が
10
月
25
日
〜

27
日
の
３
日
間
、
大
阪
市
ほ
か
周
辺

３
市
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
大
会
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
農

業
の
部
に
阿
南
め
ぐ
み
さ
ん
（
３

年
・
都
野
中
出
身
）
と
深
田
雄
太

さ
ん
（
２
年
・
竹
田
中
出
身
）、
畜

産
の
部
に
大
倉
利
樹
さ
ん
（
３
年
・

久
住
中
出
身
）
と
田
仲
未
来
さ
ん

（
３
年
・
豊
後
高
田
市
立
高
田
中
出竹田市教育委員会文化財課

　この券を切り取り、登城の際に料
金所に提出してください。
　１枚につき、１家族が無料で観覧
できます。
※10月22日は、山城サミット関連行
事開催により、一般の登城受付を午
後４時までとします。何卒ご了承く
ださい。

竹田市教育委員会文化財課

身
）
の
４
名
が
見
事
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　
２
年
連
続
出
場
の
大
倉
さ
ん
は

「
昨
年
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、

今
年
は
ぜ
ひ
最
優
秀
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
大
舞
台
で
の
す

ば
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
！

※「竹田市民」用の受付にてご提示ください。

ご芳名

ご芳名

全国
唯一の

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←「聖ニコライ聖堂」
拾ったどんぐりが
広瀬神社で芽吹き
ました

↑「日本遺産」認定への挑戦がスタート！

広
瀬
神
社
に
育
つ
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
の
ど
ん
ぐ
り
の
木

時
空
を
超
え
る
旅
の
土
産

「
日
本
遺
産
」認
定
を
め
ざ
し
て

 

庁
内
で「
第
１
回
検
討
推
進
委
員
会
」

　
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材
を
切
り

出
し
て
造
ら
れ
た
「
石
垣
」、「
石

橋
」、「
堰
堤
」
等
の
竹
田
の
歴
史
文

化
遺
産
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
竹
田
市
は
「
日
本
遺

産
」
認
定
へ
の
挑
戦
を
し
ま
す
。

　
９
月
１
日
、「
第
１
回
竹
田
市
日
本

遺
産
庁
内
検
討
推
進
委
員
会
」
が
行

わ
れ
、
関
係
部
署
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
の
首
藤
市
長
は
「
夢
の
実

現
に
向
け
て
、
行
政
と
市
民
が
一
枚

岩
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
10
月
に
「
竹
田
市
日
本
遺
産
登
録

推
進
市
民
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

認
定
に
向
け
て
申
請
書
を
作
成
す
る

た
め
の
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
２

名
募
集
し
ま
す
。
竹
田
市
に
お
け
る

素
材
の
調
査
、
タ
イ
ト
ル
、
ス
ト
ー

リ
ー
作
成
な
ど
を
一
緒
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
竹
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
３
年
秋
、
日
露
文
化
セ
ン
タ
ー
の
川
村
秀
代
表
の

引
率
に
よ
り
、
竹
田
市
民
と
竹
田
出
身
者
と
で
広
瀬
武
夫
ゆ

か
り
の
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
を
訪
れ
た
。

３
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
旅
に
出
る
た
び
に
、
自
分
史
を
証
明
す
る
モ
ノ
を
手

土
産
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

自
分
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
後
ろ
姿
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
縁
あ
る
友
人
た
ち
に
も
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
お
金
を
出
し
て
買
う
土
産
物
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
。
で
は
何
か
。
過
去
の
土
産
物
を
思
い
出
す
ま
ま
に
挙
げ

て
み
よ
う
。

　
ま
ず
は
、
職
員
時
代
に
訪
れ
た
四
国
の
四
万
十
川
の
川

石
。
当
時
、
日
本
文
学
の
大
家
で
も
あ
り
、
釣
り
に
関
し
て

は
世
界
を
股
に
旅
し
て
い
た
文
豪
・
開
高
健
先
生
に
心
酔
し

て
い
た
か
ら
、
文
豪
が
好
ん
で
揮
毫
し
て
い
た
『
河
は
眠
ら

な
い
』
と
い
う
言
葉
を
石
に
書
き
込
ん
で
友
人
た
ち
へ
の
土

産
に
し
た
。
実
は
、
も
う
20
年
以
上
も
前
の
旅
で
あ
っ
た
か

ら
私
の
記
憶
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、
２
年
前
、

退
職
報
告
の
あ
っ
た
友
人
の
手
紙
に
「
四
万
十
川
の
石
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
て
感
激
し
た
の
で

あ
っ
た
。
瞬
時
に
20
年
前
の
様
々
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ

て
き
た
。

　
一
方
、
岡
城
で
の
山
城
サ
ミ
ッ
ト
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
東
北
の
河
北
町
（
現
在
の
宮
城
県
石
巻
市
）
の
山

城
で
土
産
に
し
た
石
と
、
そ
し
て
か
の
有
名
な
朝
来
市
の
竹

田
城
の
本
丸
で
拾
っ
た
瓦
の
破
片
の
こ
と
も
同
時
に
思
い
出

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
関
係
者
の
同
意
を
得
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
。
旅
先
で
の
土
産
物
の
こ
と
に
触
れ
た
の
は
、
つ
い

最
近
と
て
も
嬉
し
い
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
る
。

　
そ
の
ハ
ガ
キ
は
、
冒
頭
の
ロ
シ
ア
で
の
旅
の
土
産
で
あ
っ

た
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
を

訪
れ
た
時
、
聖
堂
の
ま
わ
り
に
ど
ん
ぐ
り
の
実
が
た
く
さ
ん

落
ち
て
い
た
。
こ
の
聖
堂
は
、
旅
の
安
全
を
守
る
神
と
さ
れ

る
が
、
な
ら
ば
、
そ
の
実
を
拾
っ
て
友
人
た
ち
の
土
産
に
し

よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ど
ん
ぐ
り
だ
か
ら
、
慎
重
に
政
府
関
係
者
の
了
解
を
い
た

だ
き
、
20
個
ほ
ど
を
持
ち
帰
っ
た
。「
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
の

庭
か
ら
授
け
ら
れ
た
ど
ん
ぐ
り
で
す
。
人
生
の
旅
も
守
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。
ど
う
ぞ
、
お
宅
の
庭
に
」
と
添
え

書
き
し
て
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ハ
ガ
キ
の
裏
に
テ
ー
プ
で
張
り
付
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
贈
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
か
な

り
の
友
人
た
ち
の
手
に
届
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自

分
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
引
き
出
し
の
中
に
３
個
だ
け
そ

の
実
を
保
管
し
た
。

　
さ
て
。
３
年
前
の
贈
り
物
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
知

る
す
べ
も
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
９
月
に
入
っ
て
す
ぐ
の

日
に
、
広
瀬
神
社
の
女
史
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
残
暑
見

舞
い
に
添
え
ら
れ
て
い
た
写
真
に
あ
っ
た
の
は
、
あ
の
時
の

私
の
ハ
ガ
キ
の
写
真
と
、
そ
し
て
な
ん
と
芽
を
出
し
葉
っ
ぱ

を
茂
ら
せ
た
小
さ
な
ど
ん
ぐ
り
の
木
で
あ
っ
た
。

　「
日
陰
に
置
き
過
ぎ
て
少
し
ほ
っ
そ
り
し
て
い
ま
す
が
、

暑
さ
に
も
手
入
れ
不
足
に
も
め
げ
ず
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
」
と
書
か
れ
、
そ
し
て
激
励
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て

あ
っ
た
。

　
広
瀬
武
夫
が
暮
ら
し
、
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖

堂
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ど
ん
ぐ
り
が
時
空
を
超
え
て
広
瀬
神
社

の
境
内
で
育
っ
て
い
る
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
感
動
が

こ
み
あ
げ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
生
意
気
に
も
私
は
自
分
が
最
も
気
に
入
っ
て
い

る
文
豪
の
言
葉
を
も
じ
っ
て
ハ
ガ
キ
に
添
え
て
い
た
。

　『
明
日
地
球
が
滅
び
る
と
し
て
も

　今
日
君
は
こ
の
実

を
植
え
る
』。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

キリトリセン

キリトリセン

三
重
総
合
高
校
久
住
校
４
名

が
農
業
鑑
定
競
技
全
国
大
会

に
出
場

に  

ほ
ん   

い   

さ
ん
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市長コラム
〈第86回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

農　業

↑〔写真左から〕 選択科目で「有機野菜づくり」に励む木村
ゆりさんと並河裕香さん（ともに３年生）

↑全国大会に出場する久住校のみなさん（写真左から
阿南さん、深田さん、大倉さん、田仲さん）

有機農業の学習ができる
農業高校を目指す！

久住校 「オーガニックファーミングプロジェクト」始動

ト
マ
ト 

ほ
か

　「
安
心
い
ち
ば
ん

お
お
い
た
産
農
産
物
」
に
認
証

　
大
分
県
立
三
重
総
合
高
校
久
住

校
は
、
久
住
の
大
自
然
の
も
と
で
、

校
内
に
栽
培
部
門
と
畜
産
部
門
の

農
場
が
集
約
さ
れ
て
い
る
特
徴
を

活
か
し
て
久
住
校
独
自
の
「
有
機
循

環
型
農
業
の
確
立
」
と
、
有
機
農
業

の
学
習
が
で
き
る
全
国
唯
一
の
農
業

高
等
学
校
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
久
住
校
が
取
り
組
む
、
地
域

の
高
校
活
性
化
支
援
事
業
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。

　
今
年
度
の
計
画
は
、
大
分
県
が

実
施
す
る
「
安
心
い
ち
ば
ん
お
お
い

た
産
農
産
物
認
証
制
度
」
に
申
請

し
、
大
分
県
独
自
の
安
全
性
の
基
準

に
基
づ
い
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

と
し
て
の
認
証
の
取
得
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
化
学
肥
料
、
化
学
合
成

農
薬
を
慣
行
栽
培
よ
り
も
「
５
割
」

ま
た
は
「
10
割
」
に
削
減
し
て
栽
培

す
る
農
産
物
で
、
認
証
さ
れ
た
商
品

は「
安
全
、
安
心
な
商
品
」と
し
て
、

消
費
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
８
月
３
日
、
同
校
は
５
割
減
の

「
ば
れ
い
し
ょ
」
と
、
10
割
減
の
「
ト

マ
ト
」（
10
割
減
で
の
認
証
は
県
内

初
）
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

出
荷
に
合
わ
せ
て
、
有
機
農
産
物
を

申
請
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、「
水
稲
」
や
「
畜
産
」
の

部
門
別
で
も
有
機
農
業
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
木
村
ゆ
り
さ
ん
（
農
業
科
３
年
）

は
「
我
が
校
の
前
例
に
な
い
有
機
農

業
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

た
こ
と
は
光
栄
で
す
。
大
変
だ
っ
た

が
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
育
て
た
野

菜
が
認
証
を
取
得
で
き
て
嬉
し
い
。

素
材
の
ま
ま
の
味
で
、
甘
く
て
お
い

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
場
主
任
の
井
上
勝
彦
先

生
は
「
来
年
度
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

（
農
林
水
産
省
）
を
取
得
し
、
全
国

で
こ
こ
だ
け
の
有
機
循
環
農
業
を

学
ぶ
農
業
高
校
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
30
年
度

に
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
拡
大

し
、
将
来
は
有
機
農
業
を
〝
学
校
〞

か
ら
〝
地
域
〞
に
向
け
て
発
信
し
て

い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
久
住
校
の
展
望
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
で
も
久
住
校
だ
け
に
し
か
な

い
「
有
機
循
環
型
農
業
」
の
取
り
組

み
が
確
立
す
れ
ば
、
そ
の
姿
は
地
域

の
活
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
等

が
主
催
し
、
農
業
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
深
め
、
職
業
的
な
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
る
「
第
67
回
日
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
」（
大
阪
大

会
）、「
農
業
鑑
定
競
技
会
」（
農
業
、

畜
産
ほ
か
８
部
門
）
が
10
月
25
日
〜

27
日
の
３
日
間
、
大
阪
市
ほ
か
周
辺

３
市
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
大
会
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
農

業
の
部
に
阿
南
め
ぐ
み
さ
ん
（
３

年
・
都
野
中
出
身
）
と
深
田
雄
太

さ
ん
（
２
年
・
竹
田
中
出
身
）、
畜

産
の
部
に
大
倉
利
樹
さ
ん
（
３
年
・

久
住
中
出
身
）
と
田
仲
未
来
さ
ん

（
３
年
・
豊
後
高
田
市
立
高
田
中
出竹田市教育委員会文化財課

　この券を切り取り、登城の際に料
金所に提出してください。
　１枚につき、１家族が無料で観覧
できます。
※10月22日は、山城サミット関連行
事開催により、一般の登城受付を午
後４時までとします。何卒ご了承く
ださい。

竹田市教育委員会文化財課

身
）
の
４
名
が
見
事
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　
２
年
連
続
出
場
の
大
倉
さ
ん
は

「
昨
年
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、

今
年
は
ぜ
ひ
最
優
秀
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
大
舞
台
で
の
す

ば
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
！

※「竹田市民」用の受付にてご提示ください。

ご芳名

ご芳名

全国
唯一の

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←「聖ニコライ聖堂」
拾ったどんぐりが
広瀬神社で芽吹き
ました

↑「日本遺産」認定への挑戦がスタート！

広
瀬
神
社
に
育
つ
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
の
ど
ん
ぐ
り
の
木

時
空
を
超
え
る
旅
の
土
産

「
日
本
遺
産
」認
定
を
め
ざ
し
て

 

庁
内
で「
第
１
回
検
討
推
進
委
員
会
」

　
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材
を
切
り

出
し
て
造
ら
れ
た
「
石
垣
」、「
石

橋
」、「
堰
堤
」
等
の
竹
田
の
歴
史
文

化
遺
産
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
竹
田
市
は
「
日
本
遺

産
」
認
定
へ
の
挑
戦
を
し
ま
す
。

　
９
月
１
日
、「
第
１
回
竹
田
市
日
本

遺
産
庁
内
検
討
推
進
委
員
会
」
が
行

わ
れ
、
関
係
部
署
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
の
首
藤
市
長
は
「
夢
の
実

現
に
向
け
て
、
行
政
と
市
民
が
一
枚

岩
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
10
月
に
「
竹
田
市
日
本
遺
産
登
録

推
進
市
民
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

認
定
に
向
け
て
申
請
書
を
作
成
す
る

た
め
の
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
２

名
募
集
し
ま
す
。
竹
田
市
に
お
け
る

素
材
の
調
査
、
タ
イ
ト
ル
、
ス
ト
ー

リ
ー
作
成
な
ど
を
一
緒
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
竹
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
３
年
秋
、
日
露
文
化
セ
ン
タ
ー
の
川
村
秀
代
表
の

引
率
に
よ
り
、
竹
田
市
民
と
竹
田
出
身
者
と
で
広
瀬
武
夫
ゆ

か
り
の
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
を
訪
れ
た
。

３
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
旅
に
出
る
た
び
に
、
自
分
史
を
証
明
す
る
モ
ノ
を
手

土
産
に
持
っ
て
帰
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

自
分
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
後
ろ
姿
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
縁
あ
る
友
人
た
ち
に
も
贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
お
金
を
出
し
て
買
う
土
産
物
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
。
で
は
何
か
。
過
去
の
土
産
物
を
思
い
出
す
ま
ま
に
挙
げ

て
み
よ
う
。

　
ま
ず
は
、
職
員
時
代
に
訪
れ
た
四
国
の
四
万
十
川
の
川

石
。
当
時
、
日
本
文
学
の
大
家
で
も
あ
り
、
釣
り
に
関
し
て

は
世
界
を
股
に
旅
し
て
い
た
文
豪
・
開
高
健
先
生
に
心
酔
し

て
い
た
か
ら
、
文
豪
が
好
ん
で
揮
毫
し
て
い
た
『
河
は
眠
ら

な
い
』
と
い
う
言
葉
を
石
に
書
き
込
ん
で
友
人
た
ち
へ
の
土

産
に
し
た
。
実
は
、
も
う
20
年
以
上
も
前
の
旅
で
あ
っ
た
か

ら
私
の
記
憶
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、
２
年
前
、

退
職
報
告
の
あ
っ
た
友
人
の
手
紙
に
「
四
万
十
川
の
石
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
」
と
打
ち
明
け
ら
れ
て
感
激
し
た
の
で

あ
っ
た
。
瞬
時
に
20
年
前
の
様
々
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ

て
き
た
。

　
一
方
、
岡
城
で
の
山
城
サ
ミ
ッ
ト
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
東
北
の
河
北
町
の
山
城
で
土
産
に
し
た
石
と
、
そ

し
て
か
の
有
名
な
朝
来
市
の
竹
田
城
の
本
丸
で
拾
っ
た
瓦
の

破
片
の
こ
と
も
同
時
に
思
い
出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
関
係
者

の
同
意
を
得
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
。
旅
先
で
の
土
産
物
の
こ
と
に
触
れ
た
の
は
、
つ
い

最
近
と
て
も
嬉
し
い
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
る
。

　
そ
の
ハ
ガ
キ
は
、
冒
頭
の
ロ
シ
ア
で
の
旅
の
土
産
で
あ
っ

た
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
を

訪
れ
た
時
、
聖
堂
の
ま
わ
り
に
ど
ん
ぐ
り
の
実
が
た
く
さ
ん

落
ち
て
い
た
。
こ
の
聖
堂
は
、
旅
の
安
全
を
守
る
神
と
さ
れ

る
が
、
な
ら
ば
、
そ
の
実
を
拾
っ
て
友
人
た
ち
の
土
産
に
し

よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ど
ん
ぐ
り
だ
か
ら
、
慎
重
に
政
府
関
係
者
の
了
解
を
い
た

だ
き
、
20
個
ほ
ど
を
持
ち
帰
っ
た
。「
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖
堂
の

庭
か
ら
授
け
ら
れ
た
ど
ん
ぐ
り
で
す
。
人
生
の
旅
も
守
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。
ど
う
ぞ
、
お
宅
の
庭
に
」
と
添
え

書
き
し
て
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ハ
ガ
キ
の
裏
に
テ
ー
プ
で
張
り
付
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
贈
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
か
な

り
の
友
人
た
ち
の
手
に
届
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自

分
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
引
き
出
し
の
中
に
３
個
だ
け
そ

の
実
を
保
管
し
た
。

　
さ
て
。
３
年
前
の
贈
り
物
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
知

る
す
べ
も
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
９
月
に
入
っ
て
す
ぐ
の

日
に
、
広
瀬
神
社
の
女
史
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
残
暑
見

舞
い
に
添
え
ら
れ
て
い
た
写
真
に
あ
っ
た
の
は
、
あ
の
時
の

私
の
ハ
ガ
キ
の
写
真
と
、
そ
し
て
な
ん
と
芽
を
出
し
葉
っ
ぱ

を
茂
ら
せ
た
小
さ
な
ど
ん
ぐ
り
の
木
で
あ
っ
た
。

　「
日
陰
に
置
き
過
ぎ
て
少
し
ほ
っ
そ
り
し
て
い
ま
す
が
、

暑
さ
に
も
手
入
れ
不
足
に
も
め
げ
ず
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
」
と
書
か
れ
、
そ
し
て
激
励
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て

あ
っ
た
。

　
広
瀬
武
夫
が
暮
ら
し
、
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
聖
ニ
コ
ラ
イ
聖

堂
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ど
ん
ぐ
り
が
時
空
を
超
え
て
広
瀬
神
社

の
境
内
で
育
っ
て
い
る
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
感
動
が

こ
み
あ
げ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
生
意
気
に
も
私
は
自
分
が
最
も
気
に
入
っ
て
い

る
文
豪
の
言
葉
を
も
じ
っ
て
ハ
ガ
キ
に
添
え
て
い
た
。

　『
明
日
地
球
が
滅
び
る
と
し
て
も

　今
日
君
は
こ
の
実

を
植
え
る
』。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

キリトリセン

キリトリセン

三
重
総
合
高
校
久
住
校
４
名

が
農
業
鑑
定
競
技
全
国
大
会

に
出
場

に  

ほ
ん   

い   

さ
ん
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誕生日　親
（地区・自治会）

平成27年10月生まれ

郷土の植物 （330）

第139回
阿孫  久見

トモエソウ（オトギリソウ科）

　
丘
陵
地
や
低
山
地
の
草
地
に

生
育
す
る
高
さ
が
１
㍍
以
上
に

も
な
る
多
年
草
で
す
。
茎
は
四

角
形
で
上
部
で
枝
分
か
れ
し
ま

す
。

　
対
生
で
ふ
ち
に
鋸
歯
の
な
い

葉
は
基
部
が
少
し
広
く
な
っ
た

披
針
形
で
先
が
と
が
り
、
葉
の

付
け
根
は
茎
を
抱
き
ま
す
。
大

き
さ
は
長
さ
10
㌢
、
幅
が
２
㌢

ほ
ど
で
す
。
葉
に
は
点
々
と
白

い
明
点
（
透
明
で
色
素
を
も
た

な
い
腺
体
の
こ
と
）
が
あ
り
ま

す
。
腺
体
と
は
葉
や
茎
の
表
面

に
見
ら
れ
る
粒
状
の
粘
液
な
ど

を
分
泌
す
る
も
の
で
す
。

　
夏
の
頃
、
茎
の
先
端
部
に
黄

色
い
径
６
㌢
ほ
ど
の
５
弁
花
を

数
個
咲
か
せ
ま
す
。
ハ
ケ
状
に

見
え
る
多
数
の
雄
し
べ
が
と
て

も
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
花
の
形

が
ユ
ニ
ー
ク
で
渦
巻
き
状
に

な
っ
た
巴
形
で
す
。
花
は
一
日

花
で
し
ぼ
み
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
花
弁
が
よ
じ

れ
て
巴
状
に
な
る
の
で
巴
草
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
坊
ガ
ツ
ル
湿
原
で
稀
に
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
個
体
は
少

な
い
で
す
。
花
期
は
７
月
か
ら

８
月
で
す
。

キ
リ
ト
リ
セ
ン

第23回全国山城サミットin竹田

日時　10月23日（日） 13:00 開会
　　　（11:30から入場できます）
会場　竹田高等学校体育館

市民（ご家族）入場券

国指定史跡　岡城跡

有効期間　平成28年10月22日（土）から
　　　　　11月末日まで

家族無料観覧券

キリトリセン

キリトリセン

キリトリセン

き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

せ
ん
た
ん  

ぶべ
ん  

か

お
う
ず  

ま

と
も
え
が
た

ト
モ
エ
ソ
ウ

と
も
え
じ
ょ
う

し
つ
げ
ん

ま
れ

く
き

し

か
く
け
い

き
ょ  

し

き
　
ぶ

ひ  

し
ん
け
い

だ

め
い
て
ん

と
う
め
い

し
き  

そ

せ
ん
た
い

ね
ん
え
き

つ
ぶ
じ
ょ
う

ぶ
ん
ぴ
つ

そ
び


